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１ 「チャレンジ！防災４８」とは 

「チャレンジ！防災 48」とは、子どもたちが小さい頃から防災に興味を持ち、災害

時の身の安全の確保、初期消火、応急救護など、発達段階に応じた実践的な防災知識・

技術を身につけてもらうことを目的とした防災教材です。教材は「バインダー」と

「DVD」から構成されています。 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

２ 消防庁 HP からダウンロード可 

  「チャレンジ！防災 48」の指導者用教材、補助教材、映像・写真（映像は一 
部）は消防庁の「防災・危機管理 e-カレッジ」からダウンロードできます。 

 

① 総務省消防庁 HP の「防災・危機管理 e-カレッジ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 『チャレンジ！防災４８』とは？ 

「バインダー」には、次の 2
つの内容が収められています。

① 指導者用テキスト 
② 補助教材 

「DVD」には、次の 3 つの内

容の電子データが収められて

います。※Windows のパソコンで再生可能 
① 指導者用テキスト 
② 補助教材 
③ 映像・写真 
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②  防災・危機管理 e-カレッジの「チャレンジ！防災４８」の赤いバナ

ーをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「チャレンジ！防災４８」の HP が開きます。この HP からは、バイン

ダーの全ての内容、映像（一部除く）と写真をダウンロードできます。

火山噴火や津波災害など、新たに HP に追加した映像もあります。 
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３ 内容 

①  指導者用テキスト 

指導者用テキストは本教材の核となる部分で、各メニューの指導方法が詳しく記

載されています。見開き 2 ページで 1 メニューとなっています。テキストの使い方

は下の図を参照して下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ タイトル 
  メニューのタイトルです。1～48 まであり
ます。（メニューは今後追加される予定です。） 

❷ 学習の目標 
  メニューの学習目標を示しています。 
❸ 補足アイコン 
 ○a 対象 

「小学校低学年」「小学校高学年」「中学
生以上」のうち、どの年代を対象にして
いるかを示しています。 

 ○b 学習形態 
「実技」「演習」「講義」のうち、どの形
態による学習かを示しています。 

 ○c 実施場所 
  「屋内」「屋外」「教室」のうち、どの実

施場所かを示しています。 
  ○d 実施時間 

学習を実施するためにかかる時間を示し
ています。 

❹ 実施内容 
実施する内容を、時間軸に沿って示して

おり、指導者はここを見ながら実技や演習
を進めていきます。 

❺ 指導ポイント 
指導する上で大切なことがらが記載され

ています。 

❻ 自主防災組織との関わり方 
  自主防災組織の方々へ協力依頼する際に
活用して下さい。 

❼ 準備するもの 
  必要なもののリストです。事前に準備する

際にチェックして下さい。 
❽ 家庭への持ち帰り 
  家庭に持ち帰り、家族と共有したり、取り
組んでもらいたい内容を掲載しています。学
習の終わりに紹介して下さい。 

❾ このメニューに関する＋αの知識 
  各メニューを実施する上で、知っておくと
便利な知識を掲載しています。 

❿ ひと工夫 
  より効果的な学習を行うための工夫が示
されています。 

･ 注意事項 
  指導する際に注意すべき点を示していま
す。必ず目を通してから指導を実施して下さ
い。 

･ 子どもたちの声 
  学習した子どもたちの感想を記したもの
です。 
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１．大きな被害をもたらした水害の事例：兵庫県佐用町、新潟県三条市

欄干（橋の両側で人が落ちるのを防ぐてす
り）に引っ掛かっている木片等（佐用町）	

堤防の近くに建つ家の被害（佐用町）

水の中を歩いている人（三条市）堤防が決壊して市街地が水に浸かってい
る様子（三条市）

過去に起きた風水害

【災害の概要】
兵庫県佐用町
　平成21年8月8日から降り出した大雨により、兵庫県を中心に死者25 名、行方不明者2 名、床上浸
水962棟、床下浸水4,399棟など大きな被害が発生しました。(被害は、平成21年10月26日15時現在)。
兵庫県佐用町では24時間雨量327ミリと観測史上最大の雨量を記録しました。死者は、自宅の中だけ
でなく、クルマの中や田んぼの中、橋・川など屋外のさまざまな場所で発見され、中には避難して
いるときに濁流に流されて亡くなられた方もいました。

新潟県三条市
　平成16年7月13日朝から昼頃にかけて新潟県中越地方や福島県会津地方で激しい雨が降り、この
豪雨による新潟県内の被害は、死者15人（三条市9人、中之島町3人、その他3人）、床上浸水2,141棟、
床下浸水6,118棟など大きな被害が発生しました（被害は、平成16年9月10日15時現在）。このときは、
高齢者の方が自宅にいて避難ができずに溺れて亡くなったケースが多くありました。

［配付用］

提供：三条市

提供：三条市

資料 10-1①

240

紙食器の作り方

★おかずボックスの作り方★

★こんな折り方もあります★

❶新聞紙をまず正方形にする。

1 新聞紙をまず正方形にする。

2 1で作った正方形を使って、紙食器を折る。

タテ・ヨコに半分に
折って、戻す。

新聞紙を正方形に折る。 折った三角形を開く。 三角形の折り目のはしに合わせ
て、新聞を四角形に折る。

折って戻して
折り目をつける。

点線で前に折る。

広げて、折り目に
そって折りたたむ。

ふちとふちを合わせ、
折り筋をつける。

カドと印を合わせる
ようにする。

カドとカドを合わせる
ように折る。

ビニール袋をかぶせれば、
お味噌汁やスープも飲めます。

折って戻して
折り目をつける。

開く。 点線で前に折る。

❷ ❸ ❹ ❺ ❻

❼

❶

❺

❽

❷

❻

❾

❸

❼

❿

❹

できあがり

できあがり

できあがり
❶ ❷ ❸

うしろに折る。

［配付用］
資料 44-1

NPO法人プラス・アーツ提供
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② 補助教材 

    補助教材は、学習者に配布する説明資料で、学習者の理解を手助けするものです。

また、指導者がメニューを実施するにあたり、事前に学習するための資料としても活

用できます。補助教材には、次のようなものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー10-1「大雨のときのことを考

え、話し合ってみよう①」で用いる補助

教材です。 
過去に起きた風水害の説明が写真と

ともに掲載されており、災害の概要を学

ぶことができます。 

 

メニュー44「サバイバル紙食器づく

り」で用いる補助教材です。 
新聞紙による紙食器の作り方が詳し

く解説されています。 

補助教材「資料 32-1」から抜粋 

メニュー32「いざというときに役立つ

ロープ結び」で用いる補助教材です。 
「本結び」のほか、「巻き結び」、「も

やい結び」、「プルージック結び」など、

災害時だけでなく、日常生活にも活用で

きるロープの結び方が、図により分かり

やすく解説されています。 
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③ 映像・写真 

地震や風水害、火災などの過去の災害映像が約 40 本、写真が約 200 枚、収められて

います。これらの映像や写真は、災害を経験した自治体などから提供頂いたものです。   
「チャレンジ！防災 48」には、次のような写真が収められています。 

 

 

  

提供：東京消防庁 

提供：東京消防庁 

提供：海老沢次雄 

提供：神戸市 

提供：豊橋市

提供：三条市

提供：総務省消防庁
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４ 教材の特徴 

  「チャレンジ！防災 48」には、①メニューが年代別に配慮、②実技中心のメニューを

多数収録、③各コンテンツが相互に対応、といった 3 つの特徴があります。 
① メニューが年代別に配慮 

「チャレンジ！防災 48」は、①小学校低学年、②小学校高学年、③中学生以上、

のそれぞれの年代に対応したメニューを掲載しており、年代毎に、概ね次のような目

標が掲げられています。 
   

❶ 小学校低学年：自分の身の安全を守ることができる。 

  （メニュー例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷ 小学校高学年：自分の身の安全を守ることができ、簡単な防災活動を行うことが 

できる。 

（メニュー例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内に設置されている消防用設備

や、災害時の避難所を想定して備えら

れている備蓄品などを探険形式で探

すプログラムです。 

 学校には、「自分の身の安全を守る

もの」が数多くあることを学びます。

８ 学校を探険してみよう！ 

 過去の大規模な災害では、負傷者や

急病人を運ぶための担架が不足し、布

団や毛布、戸板など身近にあるものを

利用して負傷者を運びました。   

このメニューは、物干し竿などの棒

と、毛布などの身近にあるもので応急

的に担架を作り、実際に人や人形など

を運んでみる体験をしてもらうもの

です。 

 工夫を凝らせば毛布などの身近な

ものが役に立つこと、災害時には助け

合いや協力が大切であることを学び

ます。 

36 毛布で応急担架をつくろう！ 

補助教材「資料 36-1」から抜粋

❶

❷
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❸ 中学生以上：地域防災の担い手に必要な知識・技術を身に付ける。 

（メニュー例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 実技中心のメニューを多数収録 

「チャレンジ！防災 48」は、教室内で座って学習するメニューだけでなく、屋外で

身体を動かしながら学ぶメニューも多数収録しています。実際に体験することで、よ

り深い理解につながります。 
（メニュー例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このメニューは、グループごとに地

域の地図を拡げて、地域の危険なとこ

ろ、災害時に役立つところを書き込み

ながら、風水害時にどのように対応す

べきかをみんなで話し合うプログラ

ムです。 

 地域の消防署・消防団・自主防災組

織・学校など多様な組織が協力して行

うことにより、「顔の見える関係」を

築く助けになります。 

10 大雨のときのことを考え、話し合

ってみよう 

車などに積んであるジャッキの使

い方を体験するとともに、防災倉庫な

どに備えてあるバールや角材、ロープ

など、救出救助に使える道具の正しい

使い方を学びます。 

34 車に積んであるジャッキで救助！ 

地震などの災害では断水等により

水が使用できない状態になることが

あります。このメニューでは、自分た

ちでトイレ用の水を学校のプールな

どから運んでくることを通して、避難

所生活の不便さ、水の大切さなどを学

びます。 

41 考えたことがありますか？災害

時のトイレ問題 

 

❸
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③ 各コンテンツが相互に対応 

「チャレンジ！防災 48」は、指導者用テキスト、補助教材や映像・写真資料が相互

に対応しているため、それぞれを組み合わせて使用することにより効果的な学習が

期待できます。メニュー12 の「家具の配置と固定の工夫」を例に見てみましょう。 
❶ 導入 
  指導者用テキスト 12 の「1 導入」に記載のとおり、まず、映像 25「大地震の

揺れ－高いビル」を学習者に見てもらい、地震発生時の建物内部の様子をイメー

ジしてもらいます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷ 家具配置の書き込みと意見交換 

次に、テキスト「2 家具配置の書き込みと意見交換」に記載のとおり、補助教

材「資料 12-1」を学習者に配布し、補助教材「資料 12-2」の記載例を参考に、自

宅の部屋の間取りや家具の配置を書いてもらいます。 
       先に見た映像 25 も参考に、自宅で地震が起これば、どのような危険があり、

家具の配置や固定をどのようにすれば身を守れるかを話し合います。 
 

映像 25「大地震の揺れ－高いビル」 

指導者用テキスト「12 家具の配置と固定の工夫」から抜粋 

指導者用テキスト「12 家具の配置と固定の工夫」から抜粋 

❶

❷
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家具の配置・固定の工
夫

［指導者用］
資料 12-3②

（出典）消防庁：震災
対策ビデオ（2009）、

家具の転倒を防ぐには
（1996）をもとに作成

❷　ピアノを置く位置

　ピアノは、キャスタ
ーが付いているため確

実な移動

防止が行われている場
合以外は、寝る場所に

置かない

ようにしましょう。

❸　テレビやパソコン
を置く位置

　台の上に乗せたテレ
ビやパソコンは飛び出

す可能性

があるので寝る場所の
近くに置かないように

しましょ

う。

❹　出入り口付近の家
具を置く位置

　出入り口の近くに
家具を置くと、家具

の移動や転

倒、収納物の散乱など
によって避難路が遮ら

れること

があるので、なるべく
家具を置かないように

しましょ

う。

❺　座布団やスリッパ
などの常備

　ガラスの破片が散乱
した場合でも通路を確

保できる

よう、台所には座布団
やスリッパなどを常備

しておき

ましょう。

❻　家具の収納方法の
工夫

　家具の中の重い物は
下へ置くようにしまし

ょう。家具の上に物を
置かないようにしまし

ょう。
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家具の配置・固定の工夫
［指導者用］
資料 12-3③

（出典）消防庁：震災対
策ビデオ（2009）、家具の

転倒を防ぐには（1996）を
もとに作成

２　家具の固定方法

　「Ｌ型金物」を用いて
、壁と家具の

上部を数カ所、木ネジで
固定します。

　柱が表に見えている「
真壁」の場合

は、柱や鴨居に固定しま
す。

　柱が壁の中に隠れてい
る「大壁」の

場合は、壁に隠れている
間柱を専用の

「壁裏センサー（千円
台から買えま

す）」や「プッシュピン
（数百円程度

で買えます）」を用いて
さがし、固定

します。その位置によっ
ては、必要な

幅の板を家具に打ち付け
、両端と奥で

Ｌ型金物を止めます。

❶　桟に直接固定する方
法
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家具の配置・固定の工夫

［指導者用］
資料 12-3④

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

❸　桟に固定できない場合の固定方法
　固定できない壁の場合には、家具を天井と床の両方で固定し
ます。天井は、「ポール式」か「隙間家具」で、床の部分は
「粘着マット式」か「ストッパ一式」を使って固定します。
　「ポール式」は、まず両端から、家具の後側にポールが真直
ぐ立つように取り付けてください。木造住宅等で天井に強度が
無い場合があるので、このような場合には、当て板を一枚引い
てから取り付けてください。
　「ストッパー」を入れると、家具が壁側に傾いて手前に倒れ
にくくなります。

❷　鴨居や横木への固定方法
　家具を鴨居に固定するほか、壁に横木を取り付けてＬ型金物を固定する
こともできます。横木と家具の高さがそろわない場合（10cm 未満）、ス
ライド式金具を使用します。
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家具の配置・固定の工夫

［指導者用］

資料 12-3⑤

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

　「真壁」のように家具の上に鴨居があり、10cm以上離れている場合は、「ベルト式」「チェーン式」も効果的です。取り付ける際は、ベルトを30度以下の角度にピンと張って固定します。

❹　積み重ね家具の固定方法
　上下に積み重ねて使う家具は、家具の側面等で上下を連絡した上で、最上部を壁の「間柱」に固定するようにしましょう。

❺　ガラス飛散防止フィルム
　食器棚は、壁に固定する以外に、ガラス部分が破損することと、食器の飛び出しに注意が必要です。ガラスが割れるのを防ぐため、「ガラス飛散防止フィルム」を貼ります。ガラス部分の表と裏の両方に取り付けると、さらに強度が増します。
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家具の配置・固定の工夫

［指導者用］

資料 12-3⑥

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

❻　扉開放防止器具　食器棚などの観音開きの扉は地震のとき聞きやすいので、「扉開放防止器具」を取りつけてください。キッチンの

引き出しは、地震の揺れで飛び出してしまうことがあるので、「引き出しストッパー」を取り付けましょう。

❼　テレビ等の固定テレビも地震のとき、倒れるとたいへん危険ですので、倒れないようにしっかり固定しましょう。最も確実な方法

は、床や壁に固定したテレビ台とテレビを直接木ネジ等で固定することです。

ネジ穴が無いテレビは、壁の「間柱」等にヒートンを取り付けてロープでテレビを固定します。壁に穴を開けら

れない場合は、「ス卜ラップ式」を4 本以上使って固定します。小型のテレビであれば、「粘着マット式」や「ス卜

ラップ式」で大丈夫です。いずれの場合も、まずは、テレビ台をきちんと固定した上で行ってください。

❽　電子レンジや冷蔵庫　電子レンジは、テレビと同様にス卜ラップ式や粘着マット式で固定します。それぞれ、重さに応じてス卜ラップや

粘着マットの数を増やしてください。冷蔵庫は、上部の後ろ側にベルトの取り付け部分がありますので、口一プを

使って、テレビと同じ要領で壁に固定しましょう。壁に穴を開けられない場合は粘着タイプの「ストラップ式」で固

定することができます。
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 ❸ まとめ 

最後に、テキスト「3 まとめ」に記載のとおり、指導者は、補助教材「資料

12-3」を活用して、家の中で地震にあった時に身を守るため、どのように家具を

配置したり、固定しておくべきかを説明します。補助教材「資料 12-3」には、安

全な家具の配置の工夫や家具の具体的な固定方法が記載されていますので、学習

者に配布し、家庭に持ち帰って家族で話し合うように指導します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

補助教材「資料 12-1」に、部屋の間取り、
家具の配置を記入します。 

指導者用テキスト「12 家具の配置と固定の工夫」から抜粋 

補助教材「資料 12-3 ①～⑤」 

補助教材「資料 12-2」の記載例から抜粋

❸
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社会科授業で校内防災探検 

台東区立忍岡小学校（東京都） 

＜使用メニュー＞ 

8 学校を探検してみよう！ 

＜地域防災スクールとは＞ 

地域防災スクールとは、消防職員や

消防団員が指導者となって、自主防災

組織、児童や生徒など地域住民に対し

て、防災活動や消防について防災教育

を行うものです。この取り組みは、将

来の地域防災を担う人材を育成する

ことを目的として、消防庁が平成21
年度から推進しています。 

 
 
 
 

＜背景＞ 

 台東区立忍岡小学校は、平成 22 年 9 月に、3 年生の社会科の授業を活用して、「チャ

レンジ！防災 48（以下、防災 48）」を用いた防災教育を行いました。同校は、平成 22
年度から消防庁の地域防災スクールモデル事業の実施校区に指定されており、かねてか

ら社会科の授業の中で積極的に防災教育を行ってきました。これまで、児童が消防署を

訪問して消防士の仕事についてインタビューしたり、今回紹介する「校内防災探検」に

より校内の消防用設備を学んだりしてきました。 
 
＜実施内容＞ 

 今回、校内防災探検をするにあたって、

事前に東京消防庁上野消防署の消防職員

に学校に来てもらい、実際の消防用設備を

見て回りながら、その使い方や機能につい

て説明をしてもらいました。児童は、身近

な場所に、自分の身を守る消火器や屋内消

火栓、救助袋や非常ベルなどがあることを

発見しました。 
 校内探検の当日は、まず児童を 1 班 3、
4 名の 8 班に分け、班ごとに「探検する階

数」を 1 階から 4 階まで割り振りました。

各班は自分が担当する階の「専門家」になることを目指し、探検の後には、調べたこと

をお互い共有するため学級で発表会を行うこととしました。 
校内防災探検では、児童にワークシート（防災 48 の補助教材「資料 8-1」参照）と

校舎の白地図を配布し、児童たちはそれを用いて消火器や、煙感知器など火災時に役立

第２部 活用事例（５団体） 
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つものや AED（自動体外式除細動機）、非常口などを書き込みました。児童たちが書き

込んだ平面図は各班でさらに模造紙（「児童が作った校内防災探検マップ」参照）にま

とめました。 
 

＜成果＞ 

探検後には、発表の機会を設け

ました。発表では、各班でまとめ

た探検マップを学級のみんなの前

で発表しました。児童たちの発表

には、「この教室で火災が起きた時

には、この非常口を使えばいいと

思う」といった災害時の動きを具

体的にイメージした感想や、「給食

室や家庭科室は火を使用するので、

地震が起きたときには火災の危険がある」、「トイレは、避難する際に出口がひとつなの

で、避難する時には注意が必要」など、身の回りにある危険を予測する意見もみられま

した。 
 また、学級での発表とは別に、PTA 主催のお祭りにおいても児童たちに探検マップ

を発表してもらいました。このお祭りは毎年行われているもので、お祭りを活用して保

護者のみなさんにも児童が学んだことを共有することができました。 
校内探検を終えての児童たちの感想には、「非常口の場所、救助用品の場所などがわ

かって良かった」、「火災報知器がいっぱいあるのでびっくりした」など、自分の身近に

ある消防用設備への気づきや、「消火器を見て、使い方を知りたいと思った」、「震災の

際は、すぐに出来ることからしてみたい」といった防災への関心を示す感想があり、今

回の校内防災探検は児童たちが防災について考えるきっかけになったものと思います。  
今後の取り組みとして、今回の防

災学習は、3 年生のみに限定して実

施したものですが、さらに他の学年

にも広げ、学校全体で取り組むこと

ができればと思います。 
 また、今回は、消火器などの消防

用設備を用いた訓練は行っていませ

んので、水消火器による初期消火訓

練など、実践的な防災学習も盛り込

んでいければと思います。 

児童が作った校内防災探検マップ 

児童たちの学校探検の模様 
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避難訓練を活用した応急手当 

日野町立黒坂小学校（鳥取県） 

＜使用メニュー＞ 

19 安全確実に…逃げろ！ 

32 いざというときに役立つロープ結び 

35 救急クイズ こんなときどうする？ 

39 大切な人を救いたい…応急手当の実施 ②止血法 

40 大切な人を救いたい…応急手当の実施 ③雑誌で固定 

 
＜背景＞ 

日野町立黒坂小学校は、平成 22 年 10 月、「チャレンジ！防災 48（以下、防災 48）」
を用いて、避難訓練を行いました。訓練は、鳥取県西部を震源とする地震などを想定し

て毎年行っているもので、全校生徒の約 40 人が参加しました。今回の訓練は、地域防

災に詳しい鳥取短期大学准教授の浅井先生から、避難訓練を活用して応急手当を行うこ

とをご提案いただいたもので、災害時に児童がけがをした人に少しでも手当ができるよ

うに、避難訓練に加えて応急手当の方法（止血法・副子固定法）も学びました。 
 
＜実施内容＞ 

 訓練を行うにあたっては、事前に、

防災 48 の指導者用テキスト「メニュ

ー19」を参考に「避難行動の４原則」

を用いて、非常時の避難における具

体的な行動について学習しました。 

教師の役割分担は、児童を避難さ

せる「誘導担当」や避難に要する時間を計測する「計時担当」のほか、実際の地震の音

を録音した CD により効果音を流す「地震効果音担当」や、避難した後、校舎に取り残

されている児童がいないかを確認する「児童検索担当」などの役割も付与し、できる限

り実災害を想定した訓練を行いました。 
訓練当日は、午前 9 時 30 分に地震が発生したことを想定し、地震の効果音を流した

後、非常ベルを鳴らしました。児童は揺れが収まるまで机の下に隠れて身の安全を守っ

た後、運動場に避難し地震発生の放送から約 10 分間で児童全員の避難が完了しました。 
避難訓練終了後は、校長先生から短く講評をしてもらい、続いて応急手当を行いまし

た。応急手当は、鳥取県西部広域行政管理組合消防局江府消防署の救急救命士を

１ お  おさない 

２ は  走らない 

（グランド以外では低学年優先） 

３ し  しゃべらない（集合・整列は無言） 

４ も  もどらない 

（忘れ物などを取りに引き返さない）

避難行動の４原則 
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含む 2 名の消防職員に指導してもらいました。 
 応急手当を学習するにあたっては、当日までに、防

災 48 の指導者用テキスト「メニュー39、40」の「準備

するもの」にある止血用のタオル、ガーゼ、固定法の

際に副子として用いる杖、傘、ダンボールなど身の回

りにあるものを学校で準備しました。 
 はじめに消防職員から、災害などでけが人が出た時

には、お医者さんに診てもらうまでに時間がかかるこ

と、その間、身近にある人が応急手当をすればけがの

悪化を防ぐことができることを説明してもらいました。 
 応急手当の実技は、消防職員が指導のもと、上級生

がけが人役、下級生が手当をする役で行いました。また、応急手当の副子固定法では、

包帯を結ぶ際に「本結び」が役に立つので、防災 48 の補助教材「資料 32-1」を用いて

本結びの仕方を学びました。 
 
＜成果＞ 

 実習の後には、子供たちがどれくらい理

解できているかを確認するため、防災 48 の

指導者用テキスト「メニュー35 救急クイズ 

こんなときどうする？」を行いました。 
 救急クイズは、防災 48 の補助教材「資料

35-1」を拡大したものをパネルにして使用

し、友達がけがをして出血した時や、火傷

をした時の対処法について学びました。救

急クイズは防災 48 の補助教材「資料 35-1」
を生徒全員にコピーして配り、家庭に持ち帰って家族と一緒に行ってもらうよう指導し

ました。 
 全ての訓練の終了後には、アンケートを実施しました。約 95％の子供たちが応急手

当の大切さを「理解できた」と回答しています。感想には、「地震で骨折した人がいた

ら、習ったことをしたい」、「応急手当は、あまり難しそうじゃないからやってみたい」

など、学んだ応急手当を活かそうとする積極的な感想や、「地震は怖いけど、訓練をす

ると、いざという時に助かるので、これからも訓練をしていきたい」、「いつ地震があっ

てもいいように普段から用意をしておく」など、普段から災害に備え防災活動を行って

いこうとするコメントがありました。 
 今回は、避難訓練と応急手当を組み合わせて行いましたが、今後も、避難訓練に煙体

験や起震車体験などを織り交ぜて、より効果的な訓練を行っていきたいと考えています。 

応急手当－止血法の体験模様 

救急クイズの様子 
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中学生が防災にチャレンジ！ 

豊中市消防本部（大阪府） 

＜使用メニュー＞ 

20 火事が起きたら煙が大変！ 

29 消火器で火を消してみよう！ 

36 毛布で応急担架をつくろう！ 

39 大切な人を救いたい…応急手当の実施 ②止血法 

40 大切な人を救いたい…応急手当の実施 ③雑誌で固定 

水消火器による消火体験の模様 

 
＜背景＞ 
豊中市消防本部では、平成 22 年 12 月と平成 23 年 1 月に、「チャレンジ！防災 48（以

下、防災 48）」を用いて、中学生を対象に防災教育を実施しました。 
防災教育の目的は、大規模な災害が発生した時に備え、生活圏が日中も比較的地域に

限られており、体力的にも充実している中学生に防災知識や技術を修得してもらい、将

来的に地域防災の一翼を担ってもらうことです。 
防災教育の実施にあたっては、市教育委員会に趣旨説明を行い、教育委員会を経由し

て市内の中学校に参加依頼を行いました。これに対して、2 中学校から「クラブ活動の

一環として冬休み中に実施することは可能である」との回答があり、両校の男女バスケ

ットボール部員約 50 名に対して防災教育を実施することとなりました。 
 
＜実施内容＞ 
当日は、防災 48 の指導者用テキスト「メニュー20、29、36、39，40」に掲載の①煙

体験、②水消火器による初期消火体験、③

毛布による応急担架づくり、④応急手当

（止血法・副子固定法）の 4 メニューに加

え、⑤現場外套の着装体験、⑥ホース延

長・巻き付け体験の、計 6 つのメニューを

約 4 時間かけて行いました。 
 実技メニューは、消防署庭、ガレージ及

び講堂を会場として行いました（「図 1 実

技メニュー配置図」参照）。実技中は全て

の中学生にヘルメットの着用を義務付け、

各コーナーに消防職員を配置し、安全に実
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図 1 実技メニュー配置図 

応急手当－ダンボールによる固定法 

技が行えるように配慮しました。各実技メニューでは次のような「ひと工夫」を行いま

した。 
①  煙体験 

防災 48 の指導者用テキスト「メ

ニュー20」の「ひと工夫」を参考に、

テントの中にあらかじめ要救助者役

の人形を置き、二人一組で煙の中の

人形を探し、救出してくる課題を与

えました。実際に煙の中で活動して

もらうことにより、煙の怖さ、煙の

中で移動することの難しさを理解し

てもらえたと思います。 
②  水消火器による初期消火体験 

防災 48 の指導者用テキスト「メ

ニュー29」は、本物の粉末消火器に

よる消火体験ですが、参加した中学

生全員が体験できるように、今回は

訓練用の水消火器 10 本を準備し、三

角コーンを炎に見立てて実施しましたので、全員が消火器の使い方を学ぶことがで

きました。 
③  毛布による応急担架づくり 

応急担架を作るための「棒」には、中学生にも身近な「竹ほうき」を使用しま

した。担架搬送時は中学生自身が負傷者役と搬送者の両方の体験をあわせて行いま

した。搬送の際には、ゆっくり持ち上げること、上げ下ろしの時には掛け声により

一斉に行う必要があることなどを指導しました。 
④  応急手当（止血法） 

応急手当（止血法）には、防災 48 の指導者用テキスト「メニュー40」の「準備

するもの」に加え、生活の中で身近に

ある「食品包装用ラップ」を準備しま

した。ラップは、止血する部位にガー

ゼ等を当てた後、包帯の代わりに使用

するものです。今回も、実際にラップ

を使用して止血法の実技を行いました。 
⑤  現場外套の着装体験 

   現場外套の着装体験では、単に外套

を着てもらうだけでなく、空気ボンベ

消防職員
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親子で地震のイメージトレーニング 

八戸市立是川東小学校(青森県) 

＜使用メニュー＞ 

21 家にいるときに地震にあったら？ 

－イメージトレーニング① 

 
＜背景＞ 

 八戸市立是川東小学校では平成 22 年 9 月、参観日を利用して「チャレンジ！防災 48」
（以下、防災 48）を用いた防災教室を開きました。防災教室は 1 年から 6 年生の児童

10 名とその保護者、教師合わせて約 30 名が参加し、地震が起きた時の身の守り方や、

地震が起きても家の中で怪我をしないための家具の配置の仕方などを学びました。 
 
＜実施内容＞ 

防災教室は、市の防災危機管理課と協力して行い、当日は防災に詳しい職員さんから

「家にいる時に地震があったら」と題して講義をしてもらいました。 

 講義では、まず、地震はいつどこで起こるかわからないこと、家具の配置の仕方によ

り家の中の安全性が変わることを説明してもらいました。その後、みんなで防災 48 の

映像資料 25「大地震の揺れ－高いビル」を見て、地震の大きな揺れで家の中がどのよ

うになるのかを確認しました。 
 参加者に、地震発生時の家の中のイメージを

つかんでもらった後、親子ペアで地震にあった

時の行動について考える時間を持ちました。具

体的には、防災 48 の補助教材「資料 21-1」と

自作のワークシート（「図１ ワークシート」

参照）を用いて、①テレビを見ている時、②リ

ビングで食事をしている時、③寝室で寝ている

時、④台所で調理している時、⑤入浴している

時の５つの場面について、地震にあった時に、

自分たちはどのような行動をとるのか、けがを

しないためにはどのようにすればいいのかな

どを考えてもらいました。 
親子で考え、ワークシートに書き込んでもら

った後には、みんなの前で発表する機会をもち

ました。意見発表では、「家の中の危険なもの・

場所」として、食器棚や本棚、テレビなど重た

図１ ワークシート 
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い家具や家電などがあげられ、また、「けが

をしないための行動」としては、「机の下に

かくれる」、「座布団をかぶる」、「地震の時

は靴かスリッパでもよいので、履いた方が

よい」などの意見が発表されました。発表

してもらった意見は場面（先の 5 つの場面）

別に黒板にまとめ、それぞれの場面におけ

る地震の対応方法をみんなで共有しました。 
 

＜成果＞ 

 意見発表を受けて、講師の市職員さんか

らは、地震にあった時にはまず自分の身を守ること、避難やコンロを消すのは揺れがお

さまってからにすることなど、初動の対応について指導してもらいました。 
さらに災害前の備えとして、プレゼンテーション資料（「図 2 プレゼンテーション資

料」参照）を用い、家具の配置の工夫についても説明してもらいました。このプレゼン

テーション資料は、防災 48 の補助教材「資料 21-2」を参考に作成されたもので、家具

が倒れても大丈夫な場所に寝る、重いものは下の方にしまい家具の上には重いものを置

かないなど、被害に遭わないための具体的な工夫を掲載しています。 

防災教室を終え、児童からは「お父さんとお母さんが寝ているそばにタンスがあるの

で、怪我をしないように場所を移したい」、「家族がそれぞれ違うところにいて地震にあ

ったら、集合する場所を事前に話し合って決めておいた方がよい」などの感想がありま

した。今回の防災教室は、児童が「わが家の防災」について考えるきっかけになったも

のと思います。また、保護者からは「参観日を利用して、子供と一緒に防災を学ぶ機会

があってよかった」とい

う感想を頂きました。家

庭での震災対策は、家具

の固定や移動など、子供

だけでは対応できないも

のもありますので、今回

のように親子で学ぶこと

はとても効果的だと考え

ています。今後も、保護

者会などを利用して親子

が一緒に防災について考

える機会を持ちたいと思

います。 

図２ プレゼンテーション資料 

意見発表をする児童 
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紙食器による災害用食器づくり 

四日市市消防本部（三重県） 

＜使用メニュー＞ 

44 サバイバル紙食器づくり 

 
＜背景＞ 

 四日市市消防本部は、平成 22 年 3 月に市内の中部西小学校において、「チャレンジ！

防災 48」（以下、防災 48）を用いた防災学習を実施しました。防災学習では、災害の

発生により食器が割れて使えない状況を想定し、4 年生約 60 人が新聞紙、広告チラシ

を使って災害用の食器を作りました。 
 今回、防災教育を実施した市立中部西小学校では、これまでも地域や PTA と連携し

て防災まち歩きや防災マップづくりなど、様々な防災学習に取り組み、学校をあげて積

極的に防災教育を行ってきました。 
 
＜実施内容＞ 

 今回、紙食器づくりを行うにあたり、事前に学校から各家庭に紙食器の作り方につい

てのご案内を配布しました。ご案内は、防災 48 の補助教材「資料 44-1」を参考に作成

したもので、一度親子で作ってみてもらうようにお願いしました。各家庭での事前学習

のおかげで、実習では児童がスムーズに紙食器を作ることができたように思います。 
 当日の準備は、防災 48 の指導者用テキスト「メニュー44」の「準備するもの」に掲

載されている「新聞紙」、「ラップ」に加え、紙食器で実際に食料を食べてみようという

ことで、市で備蓄している非常食「アルファ米」50 食分を 2 セット準備しました。 
防災学習は、児童を体育館に集めて朝 9 時から開始しました。最初に、阪神・淡路大

震災や新潟中越地震の避難所の映像（防災 48 の映像資料 1、9）を大きなスクリーンに

映し、児童たちに地震発生直後の様子や災害時の避難所の様子を見てもらいました。そ

の後、消防職員が、震災時には食器が割れてし

まい不足したこと、水道が使えず、食器を水で

洗うことができなくなり、ラップなどをかけて

使用した状況について説明しました。 
なぜ、災害時に紙食器づくりが必要なのかを

児童に理解してもらった後、紙食器の「おかず

ボックス」づくりの実習に入りました。実習で

は、防災 48 の補助教材「資料 44-1」の「紙食

器の作り方」をスクリーンに大きく映して活用

し、児童を 1 班 6 人の 10 班に分けて、各班に

消防職員又は教職員を 1 名ずつ配置し、指導し

紙食器をつくる児童 



-24-

ました。家庭における事前学習と班ごとの指

導補助により、児童たちは数分ぐらいで紙食

器を作ることができたように思います。 
紙食器の完成後は、非常食アルファ米を段

ボール内でお湯を注いで調理し、紙食器の上

にラップを敷いて、みんなで試食しました。   
また、家庭への持ち帰り用として個別包装

のアルファ米を児童に配布し、紙食器ととも

に家族で一緒に作ってもらうよう指導しま

した。 
 

＜成果＞ 

  実習後は、児童が今回の取り組みにつ

いて、どの程度理解できたのかを把握す

るため、アンケート調査を実施しました。

アンケートは、①非常食の説明、②避難

所のくらし、③紙食器の作り方の 3 項

目の理解の度合いを調べました。 
 結果は「図 アンケート結果」のとお

り、先の 3 項目について、約 8 割の子

供たちが、「よくわかった」と回答して

おり、今回の学習内容は児童たちにとっ

て理解しやすいものであったと思いま

す。 
 児童たちの感想には、「アルファ米を

食べて驚いたのは、水だけで炊飯器で炊

いたようにおいしいご飯ができること」

や「五目ご飯が水かお湯だけでできるな

んて思わなかった」など、非常食という

ものに対する素朴な驚きのコメントや、

「避難所での暮らしが大変だというこ

とがよく分かった」、「避難所では、3 日

間も自分達の力だけで生きていかない

といけないので大変だと分かった」など、

災害発生後の生活を具体的にイメージ

した感想もありました。 
  
また、実習全体についての感想には、「家に帰ったら、今日学んだことを両親に教え

てあげたい」、「地震が起きたら、皆で助け合わなければならないと思った」などがあり、

児童たちが、災害に備える必要性や、災害発生時には、地域の人たちと協力しなければ

ならないことを理解できたのではないかと思います。 

アルファ米を調理している様子 

図 アンケート結果 
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 ② マップづくり 

まちあるきで発見した「災害時に危険なところ」や「防災に役立つもの」をペンや

シールで地図にマークし、気付いたことや感想を模造紙に書き込みます。 

 ③ 発表 

出来上がったマップをみんなの前で説明し、まちあるきで発見した「災害時に危険

なところ」や「防災に役立つもの」、気付いたことや感想を発表します。 

 

５ ぼうさいマップのイメージ・実例 

＜消防庁作成版＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちあるきで撮っ

た写真を貼り、ふせ

ん等により解説や

気付きを書き込み

ます。

地図に、道路や川などの「自然やまち

のこと」を書き込み、まちあるきの道

順や発見した「災害時に危険なところ」

や「防災に役立つもの」をシールやペ

ンでマークします。

まちあるきで感じた地域の

問題点などがあれば、書き

込みます。 

メンバーの感想やインタビ

ューなどをふせん等に書き

込み、模造紙に貼ります。 
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＜小学校高学年作成版＞ 

 この防災マップは社団法人日本損害保険協会主催の「第６回小学生のぼうさい探検隊マ

ップコンクール」で入選した「三重県鳥羽市安楽島子ども会－安楽島キッズ探検隊」の作

品です。 
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http://www.fdma.go.jp/html/life/survival/pdf/survival2204.pdf  (PDF) 
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 ＜防災探検まちあるきワークシート＞ 

補助教材「資料 7-3」から抜粋 
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２ まちあるきのポイント 

 ① 災害時に危険なところ 

＜風水害編＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 親水設備のある小川とは、階段やスロープ、

遊歩道などが備えられており、水遊びなどが

できる小川のことです。 
上流など小川の流域で局地的な大雨や集中

豪雨が発生した時には、急激に水位が上昇し

危険な場所となります。 
平成 20年 7月には、神戸市灘区の都賀川で、

大雨により降りはじめから短時間で増水し、

川で遊んでいた子ども 3 名を含む 5 名の方が

亡くなりました。 

親水設備のある小川 

 普段、水の流れが少ない用水路も大雨の時

には、急激に増水することがあり危険です。 
 平成 21 年 8 月の兵庫県佐用町の大雨では、

避難をしている時に、用水路で流され、亡く

なられた方もいました。 

用水路 

橋 

 大雨の時には、上流からの流木、川の激

流や増水による橋脚の倒壊など、橋の付近

は大変危険です。 
 写真は、平成 21 年台風 9 号に伴う災害

で被害を受けた兵庫県佐用町のものです。

欄干に木片が引っ掛かり、橋の一部が崩れ

ています。 
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地下鉄 

 地下鉄は、周囲の場所よりも低くな

っていますので、周囲で大雨が降るな

ど、地下に水が流れ込んだ場合には、

地上への避難が困難になります。 
 平成 11 年 6 月の福岡市の水害で

は、博多駅周辺の地下街や地下鉄、ビ

ルの地下室などに大量の水が流れ込

み、地下室に閉じ込められた 1 名の方

が亡くなりました。 

 地下のガレージは、地下鉄と同じ

く、周囲の場所よりも低くなっていま

すので、周囲で大雨が降るなど、地下

に水が流れ込んだ場合には、地上への

避難が困難になります。 

土砂崩れが起こりそうな場所 

 風水害時には、地盤のゆるみで崖

や川べりは崩れやすくなっており、

土砂崩れの危険があります。 

また地震発生時には、土砂の崩落

が起こる可能性もあります。 

地下のガレージ 
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 アンダーパスとは、交差する鉄道や

他の道路などの下を通過するために

掘り下げられている道路などの部分

をいいます。周囲の地面よりも低くな

っているため、大雨の際には雨水が集

中しやすい構造となっています。車で

走行する際にも、水の中で立ち往生す

る場合がありますので、走行は危険で

す。 
平成 20 年 8 月には、栃木県鹿沼市

の東北自動車道をくぐる市道が集中

豪雨により冠水し、車が立ち往生し閉

じこめられた運転者が亡くなる事故

が発生しました。 

アンダーパス 

急傾斜地崩壊危険箇所を知らせる標示板 

 崩壊の危険がある崖や急斜面の周

辺には、「急傾斜地崩壊危険箇所」を

知らせる標示板が設置されている地

域もあります。 
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＜地震編＞ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 塀の近くや狭い路地では、ブロック塀やコ

ンクリート塀が倒れてきたり、瓦などが落ち

てくる危険性があります。 
 また、狭い道路で木造が密集している地域

では、火災発生時に、延焼が拡大する危険性

があります。 
 
※「延焼」…火事が火元からほかの建物など

へ燃え広がること。 

 中高層ビルが建ち並ぶオフィス街や駅前で

は、窓ガラスや外壁、看板などが落下してく

る危険性があります。オフィス街の窓ガラス

が割れて落下すると、時速 40～60km で高さ

の 1.5 倍位の距離まで広範囲に飛散します。 

上：ブロック塀、下：木造密集地域 

上：オフィス街、下：駅前 
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② 防災に役立つもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海岸に近い場所で、強い揺れに襲

われたら、一番恐ろしいのは津波で

す。避難の指示や勧告を待つことな

く、安全な高台や避難地に避難する

必要があります。 

海岸に近い場所 

 防災倉庫には、災害時に役立つ資機

材が数多くあります。 
 資機材の中身など、詳しくは「チャ

レンジ！防災 48」のメニュー47「防災

倉庫の中身なあに？クイズ」も参照し

てみて下さい。 

防災倉庫 

避難できる建物 

 避難できる建物とは、比較的自由に

出入りできる施設のうち、建物の２階

程度の高さまで浸水しても大丈夫な３

階建て以上の建物のことです。また、

水の流れに押し流されない鉄筋コンク

リート造の建物が望ましいでしょう。 
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避難標識・避難場所案内図 

 コンビニエンスストアやホームセン

ターなどでは災害時に不足しがちな、食

料品・日用品・薬品などがあります。 

コンビニエンスストア 

防災行政無線 

避難場所を示す標識です。標識の他、

避難所までの地図を示した避難場所案

内図というものもあります。 

 防災行政無線は、公園や学校などに設

置されたスピーカーや各世帯に設置さ

れた個別の受信機を活用し、地域の住民

に気象予警報や避難勧告などの情報を

伝達します。 
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左上：消火栓標示板 

右上：消火栓、左下：街頭消火器 

右下：防火水そう（消火栓）標示板と 

防火水槽（標示板の左後方） 

 火災を消火するための水利には、消火

栓や防火水槽があります。この他、プー

ルや河川、池などの消防水利もあります。

地域によっては街頭に消火器が備えられ

ている所もあります。 

また、地震などにより水道が使えなく

なった場合には、用水路や小さな河川か

ら生活用水を入手することができます。 

公園・広場 

 公園・広場は、災害時の避難場所になる

だけでなく、火災が発生した時に、延焼防

止の機能も持っています。 

災害用マンホールトイレ 

 井戸水などを活用して排泄物を下水道

管などに流す仕組みの仮設トイレは、災

害時にマンホールの蓋を外して便器を取

り付け、テントを設置して使用します。 



-39-

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 当日の流れ（例） 

  防災探検まちあるきの当日の流れ（例）は次のとおりです。 

 

 

２ 集合・グループ分け 

集合した後、グループ分けを行い、各グループでリーダー・地図係・写真係・インタ

ビュー係などの役割を決めましょう。役割によっては、グループ全員で行うのもいいで

しょう。 

第３部 当日の流れ 

指導のポイント 

● まちあるきの前の説明では、交通ルールを守り、周囲に十分気を付けるよ

う指導しましょう。 

● まちあるきを行う際には、事前に消防署など、関係機関に連絡をとってお

くと、インタビューなどをスムーズに行うことができます。 

● まちあるきで写真を撮る際には、プライバシー保護のため、家の中や人の

顔などを撮ることのないように注意しましょう。 

● マップづくりは、学習者が中心となり、自由な発想で楽しみながら作成す

ることが重要です。色使いや地図の表現方法などは、学習者自らが考えて作

るよう促しましょう。 

● マップづくりは、「災害への備えや身近な危険に対して気付きを得ること」

が目的です。街区地図を書く場合は、地図の縮尺などの正確さを気にする必

要はありません。 

● 発表では、作成したマップを各グループが投票するなどして、「最優秀マッ

プ」を決めると盛り上がるでしょう。 
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1
URL  

http://latlonglab.yahoo.co.jp/4x3/
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自然やまちのことを書き込む

次に、「街区地図」にまちあるきで発見した「自然やまちのこと」や「災害時に危険 

なところ」「防災に役立つもの」を書き込んでいきましょう。 
 

② 地図への書き込み 

❶ 自然やまちのこと 

  まちあるきで発見した「自然やまちのこと」を地図に書き込みましょう。 

自然やまちのこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷ 災害時に危険なところ 

まちあるきで発見した「大きな川」「用水路」「崖や急斜面」など、「災害時に危

険なところ」を書き込んでいきましょう。 
 

大きな川・小川・用水路など 

池・沼・湖・海岸線など 

鉄道 

道路 

低地と山地・丘陵地との境界部分 

田畑 

＜書き込み例＞ 

道路 

田畑 川 

鉄道 

＜書き込み例＞ 

急傾斜地 

「災害時に危険なところ」を書き込む 

浸水地域 

※ 写真では、地図にビニールシートを被せて、その上で作業をしています。この方
法は、同じ地図で複数の防災マップづくりや災害シミュレーションをすることを想
定しており、災害図上訓練（DIG）等でよく用いられる手法です。学校での防災マ
ップ作りのように、書き込んだ地図を残したい場合は、ビニールシートを使わずに
直接書き込むのがよいでしょう。 

❶

❷
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❸  防災に役立つもの 

まちあるきで発見した「防災倉庫」や「避難場所」「コンビニ」など「防災に役

立つもの」にシールを貼りましょう。 
  

 

  

 ＜街区地図完成図（例）＞ 

   

模造紙 

 

 

 

 

街区地図 

「防災に役立つもの」にシールを貼る ＜書き込み例＞ 

避難場所 

防災倉庫 

避難できる施設 

公的な機関など 

防災に役立つもの 

災害時危険な所 

❸
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   ❹  写真やメモの貼り付け 
完成した街区地図に、まちあるきで撮ってきた写真やインタビューの内容、メ

ンバーの感想などを、付箋などにメモし模造紙に貼れば完成です。 
  ＜ぼうさいマップ完成イメージ図＞ 

 

６ 発表 

完成した防災マップについて、各グループに発表してもらいます。まちあるき中に発

見した「災害時に危険なところ」や「防災に役立つもの」のほか、地域の自然やまちあ

るきで気付いたこと、質問や疑問、感想などを自由に述べてもらいましょう。 

  
模造紙などにまとめて発表します 

❹
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❶
ふ
だ
ん
は
気
づ
か
な
い
け
れ
ど
も
、
注
意
し
て
見
る
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
は
様
々
な
危
険
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

❷
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
防
災
上
役
に
立
つ
施
設
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
施
設
な
ど
が
災
害
時
に
は
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
の
か
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
危
険
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
一
緒
に
ま
ち
を
あ
る
い
た
り
、
何
を
探
せ
ば
い
い
の
か
を
説
明
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ち
あ
る
き
で
発
見
し
た「
災
害
時
に
危
険
な
と
こ
ろ
」「
防
災
上
役
に
立
つ
人
・
モ
ノ
・
場
所
」な
ど
を
家
に
帰
っ
て
保
護
者
の
方
に
教

え
て
あ
げ
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
消
防
署
や
自
主
防
災
組
織
に
事
前
に
相
談
し
協
力
を
得
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま
す
。

❷
防
災
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
安
全
確
保
と
い
う
視
点
で
交
通
量
が
多
く
て
危
険
な
と
こ
ろ
や
、
子
ど
も
11
0番
の
家

な
ど
の
防
犯
に
関
す
る
こ
と
を
探
し
て
書
き
出
し
て
み
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

❶
ま
ち
あ
る
き
は
子
ど
も
主
体
で
進
め
ま
す
が
、
各
グ
ル
ー
プ
に
は
必
ず
大
人
が
1名
以
上
つ
き
そ
い
、
安
全
管
理
を
し
て
必
要
に
応
じ
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

❷
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
周
囲
に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❸
夏
に
実
施
す
る
場
合
は
、
日
射
病
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❹
油
性
ペ
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
、
換
気
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

関
連
情
報

　（
社
）日
本
損
害
保
険
協
会
が「
小
学
生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
す
る
と
、
安
全
確
保
用
ベ
ス

ト
の
貸
出
し
、
お
よ
び
カ
メ
ラ
、
模
造
紙
、
マ
ジ
ッ
ク
セ
ッ
ト
、
シ
ー
ル
、
ふ
せ
ん
な
ど
の
必
要
用
品
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
  募
集
時
期
は
4月
～
11
月
と
な
っ
て
い
ま
す（
21
年
度
実
績
）。
【
事
務
局
電
話
番
号
】
03
-3
54
5-
52
26
　【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
ht
tp
://
w
w
w
.so
np
o.
or
.jp

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
資
料
「
防
災
探
検
ま
ち
あ
る
き
」
 

人
数
分
又
は
班
数
分
 

資
料
7-
1（
配
付
用
）
 

□
資
料
「
防
災
探
検
ま
ち
あ
る
き
」
（
指
導
者
用
）
 

1 
資
料
7-
2（
指
導
者
用
）
 

 
□
白
地
図
（
ま
ち
あ
る
き
用
・
マ
ッ
プ
作
成
用
）
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
バ
イ
ン
ダ
ー
、
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
（
ま
ち
あ
る
き
用
）
 
グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
カ
メ
ラ
（
ま
ち
あ
る
き
用
）
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
 

□
模
造
紙
（
安
全
マ
ッ
プ
作
成
用
）
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

下
に
新
聞
紙
を
敷
い
て
く
だ
さ
い
。
 

□
油
性
ペ
ン
（
4～
8色
、
安
全
マ
ッ
プ
作
成
用
）
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
 

□
マ
ー
ク
シ
ー
ル
（
5色
程
度
、
安
全
マ
ッ
プ
作
成
用
）
 
グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
ふ
せ
ん
（
メ
モ
、
大
・
小
、
安
全
マ
ッ
プ
作
成
用
）
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
の
り
、
セ
ロ
テ
ー
プ
、
は
さ
み
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
そ
の
他
：
安
全
マ
ッ
プ
作
成
を
実
施
し
な
い
場
合
は
、
地
図
と
筆
記
用
具
程
度
で
実
施
可
能
で
す
。
 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

時 間 軸

実
 施
 内
 容

6
発
表
と
ま
と
め
（
1
0
分
）

❶
完
成
し
た
安
全
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
ち
あ
る
き
中
に
発
見
し
た
こ
と
や

気
づ
い
た
こ
と
、
質
問
や
疑
問
、
感
想
な
ど
を
自
由
に
述
べ
て
も
ら
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

❷
災
害
に
備
え
て
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
危
険
な
と
こ
ろ
、
防
災
上
役
立
つ
と
こ
ろ
を

ふ
だ
ん
か
ら
気
を
つ
け
て
み
て
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成
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時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
楽
し
み
な
が
ら
ま
ち
を
「
探
検
」
し
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、
防
災
に
役
立
つ
も

の
を
探
し
、
マ
ッ
プ
に
書
き
込
み
ま
す
。

　
自
分
の
住
む
ま
ち
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
へ
の
備
え
や

身
近
な
危
険
に
つ
い
て
考
え
、
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

演
習

屋
外

9
0
分90

！学
習
の
目
標

知
識
を
伝
え
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
事
前
準
備

❶
実
施
日
時
を
設
定
し
ま
す
。
ま
ち
あ
る
き
の
範
囲
を
決
め
ま
す
。

❷
探
検
す
る
エ
リ
ア
の
下
見
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
が
す
場
所
・
施
設
・
設
備
な
ど
を
確
認
し

て
お
く
と
と
も
に
、
交
通
量
が
多
い
場
所
な
ど
危
険
が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
安
全
を
確
認

し
ま
す
。

❷
当
日
使
用
す
る
物
品
・
資
料
（
ま
ち
あ
る
き
を
行
う
エ
リ
ア
の
地
図
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
文
具
、

カ
メ
ラ
な
ど
）
を
準
備
し
ま
す
。

2
導
入
・
事
前
学
習
（
1
0
分
）

　
事
前
学
習
と
し
て
、
き
ょ
う
は
防
災
の
視
点
か
ら
何
を
探
せ
ば
い
い
の
か
を
話
し
合
い
ま
す
。

［
さ
が
す
場
所
・
施
設
・
設
備
な
ど
の
例
］

❶
災
害
時
に
危
険
な
と
こ
ろ

□
池
、
川
、
海
岸
な
ど
の
水
辺
　
□
が
け
、
急
斜
面
な
ど
　
□
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
自
動
販
売
機

□
せ
ま
い
道
路
　
□
看
板
　
□
橋
・
歩
道
橋

❷
防
災
上
役
に
立
つ
人
・
モ
ノ
・
場
所

□
防
災
資
機
材
倉
庫
（
災
害
が
起
き
た
と
き
に
使
う
も
の
を
置
い
て
お
く
と
こ
ろ
）

□
コ
ン
ビ
ニ
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

□
消
火
栓
（
道
路
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
消
火
用
の
水
が
出
る
と
こ
ろ
）

□
消
火
器
（
街
頭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
）

□
防
火
水
槽
（
火
災
の
消
火
に
使
う
水
を
た
め
て
お
く
と
こ
ろ
）

□
避
難
場
所
・
避
難
路
及
び
そ
れ
ら
の
標
識

□
消
防
署
・
消
防
分
署
等
、
消
防
団
詰
所
　
□
警
察
署
、
交
番
　
□
病
院
、
診
療
所
、
保
健
所

□
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
公
衆
電
話
　
□
公
民
館
、
集
会
所
　
□
学
校
　
□
公
園

3
グ
ル
ー
プ
分
け
（
5
分
）

　
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
、
地
図
係
、
写
真
係
な
ど
の
役
割
を
決
め
ま
す
。

4
ま
ち
あ
る
き
に
出
発
（
4
0
分
）

　
ま
ち
あ
る
き
を
実
施
し
、
事
前
学
習
で
話
し
合
っ
た
、
災
害
時
に
危
険
な
と
こ
ろ
や
防
災
上
役
に

立
つ
人
・
モ
ノ
・
場
所
を
探
し
て
、
そ
の
場
所
を
地
図
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
資
料
7-
1）
に
書
き
込
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
ち
あ
る
き
の
途
中
で
消
防
署
や
お
店
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
話
を
聞
い
て

み
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
　
※
ま
ち
あ
る
き
の
途
中
で
は
、
適
宜
休
憩
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

5
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
（
2
5
分
）

❶
ま
ず
、
模
造
紙
に
ま
ち
あ
る
き
を
し
た
エ
リ
ア
の
地
図
を
拡
大
コ
ピ
ー
し
て
貼
り
ま
す
（
模
造
紙

に
地
図
そ
の
も
の
を
書
き
込
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。

❷
通
っ
た
道
順
や
発
見
し
た
も
の
、
聞
い
た
話
を
み
ん
な
で
確
認
し
な
が
ら
、
模
造
紙
に
書
き
込
ん
で

い
き
ま
す
。
ふ
せ
ん
（
メ
モ
）
を
利
用
し
て
み
ん
な
の
意
見
を
整
理
す
る
と
や
り
や
す
い
で
す
。

❸
写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
も
貼
り
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
を
歩
き
な
が
ら
地
図
に
書
き
込
み
ま
す

集
め
た
材
料
で
安
全
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

防
災
上
役
に
立
つ
も
の
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
お
き
ま
す

7
防
災
探
検
ま
ち
あ
る
き

➡
資
料
7-
1

小
学
校
高
学
年
・

中
学
生
以
上
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学
校
ご
と
に
設
備
が
違
う
の
で
、
事
前
に
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
に
あ
る
設
備
は
教
職
員
の
方
は
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
消
防
署
の
方
の
協
力
を
得
る
な
ど
し
て
、
こ
の
機
会
に
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
設
備
の
目
的
や
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
校
内
防
災
探
検
を
し
た
結
果
を
書
い
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
資
料
8-
1）
を
家
に
持
ち
帰
り
、
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
学
習
し
た
避
難
所
と
し
て
の

学
校
の
機
能
を
保
護
者
の
方
に
も
話
し
て
み
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
所
▶
災
害
に
よ
り
住
む
家
を
失
っ
た
人
た
ち
が
、
一
定
の
期
間
、
避
難
生
活
を
す
る
場
所
で
す
。
多
く
の
場
合
、
小
中
学
校
や
公
民
館

な
ど
公
共
的
な
施
設
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
時
避
難
場
所
▶
火
災
な
ど
か
ら
一
時
的
に
身
を
守
る
た
め
に
避
難
す
る
場
所
で
、
地
域
の
集
合
場
所
的
な
役
割
も
あ
り
ま
す
。
学
校
の
校

庭
、
公
園
や
神
社
な
ど
比
較
的
小
規
模
な
空
き
地
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
一
時
避
難
場
所
が
危
険
に
な
っ
た
時
は
、
さ
ら
に
規
模
の
大
き

な
広
域
避
難
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広
域
避
難
場
所
▶
地
震
な
ど
に
よ
る
火
災
が
拡
大
し
て
地
域
全
体
が
危
険
に
な
っ
た
と
き
に
避
難
す
る
場
所
で
、
火
か
ら
放
射
さ
れ
る
熱
を

避
け
る
た
め
に
は
お
お
む
ね
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
公
園
や
団
地
、
大
学
の
構
内
な
ど
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
震
災
や
災
害
で
の
教
訓
▶
大
震
災
や
火
山
の
噴
火
の
と
き
な
ど
で
は
、
避
難
所
で
多
く
の
苦
労
や
た
く
さ
ん
の
教

訓
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
各
学
校
に
備
え
ら
れ
て
い
る
食
糧
、
毛
布
、
給
水
機
能
、
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
は
、
す
べ

て
こ
の
よ
う
な
教
訓
か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
存
在
を
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
災
害
で
の
大
切
な
教
訓
を
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
有
効
に
使
え
る
よ
う
に
、
必
要
な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
見
つ
け
る
も
の
を
「
消
火
器
」
に
限
定
し
、
何
個
見
つ
け
ら
れ
る
か
を
班
ご
と
に
競
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

•
学
校
に
あ
る
消
火
器
の
数
が
分
か
り
ま
し
た
。

•
給
食
室
に
消
火
器
が
２
本
あ
り
ま
し
た
。

•
地
震
が
起
き
た
と
き
「
米
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
缶
詰
、
水
」
が
あ
る
な
ん
て
す
ご
い
な
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
映
像
「
避
難
所
の
様
子
」
 

1 
映
像
9 

□
資
料
「
校
内
ぼ
う
さ
い
た
ん
け
ん
」
 

人
数
分
 

資
料
8-
1（
配
付
用
）
 

□
資
料
「
校
内
防
災
探
検
」
（
指
導
者
用
）
 

人
数
分
 

資
料
8-
2（
指
導
者
用
）
 

 
□
校
内
の
図
面
 

人
数
分
 

 
 

□
パ
ソ
コ
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ク
リ
ー
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ピ
ー
カ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
そ
の
他
：
学
校
に
は
、
消
防
設
備
が
書
か
れ
た
図
面
が
あ
り
ま
す
。
 

 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

子
ど
も
た
ち
の
声

☞

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成
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時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
校
内
の
防
災
設
備
や
、
災
害
時
の
避
難
所
を
想
定
し
て
備
え
ら
れ
て
い
る
備
蓄
品
な
ど
に
つ
い
て
「
探
検
」
形
式
で
探
し
出
し
て
い
き

ま
す
。

　
校
内
の
防
災
施
設
や
災
害
時
の
た
め
の
備
蓄
品
な
ど
を
知
り
、
学
校
が
避

難
所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

演
習

屋
内

4
5
分45

！学
習
の
目
標

学
校
を
探
検
し
て
み
よ
う
！

知
識
を
伝
え
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
導
入
・
事
前
説
明
（
1
0
分
）

❶
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
学
校
に
あ
る
体
育
館
な
ど
が
、
住
む
家
を
失
っ
た
人
た
ち
の

一
時
的
な
生
活
の
場
所
（
避
難
所
）
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
映
像
9（
避

難
所
の
様
子
）
を
見
せ
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

❷
ま
た
、
学
校
に
は
災
害
時
に
活
用
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
を
実
際

に
さ
が
し
て
い
く
こ
と
と
、
そ
の
方
法
を
説
明
し
ま
す
。
何
を
さ
が
せ
ば
い
い
の
か
は
次
の
と
お

り
で
す
。

［
さ
が
す
場
所
・
施
設
・
設
備
な
ど
の
例
］

□
防
災
倉
庫
（
災
害
が
起
き
た
と
き
に
使
う
も
の
を
置
い
て
お
く
と
こ
ろ
）

□
消
火
の
た
め
の
設
備
(消
火
器
、
屋
内
消
火
栓
（
消
火
用
の
水
が
出
る
と
こ
ろ
）
な
ど
）

□
火
災
を
発
見
す
る
た
め
の
設
備
（
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
機
、
発
信
機
、
受
信
機
）

□
避
難
の
た
め
の
設
備
（
避
難
口
、
避
難
階
段
、
防
火
戸
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
救
助
袋
な
ど
）

❸
探
検
を
始
め
る
た
め
の
準
備
を
し
ま
す
。

　
•
必
要
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
ま
す
。

　
•
学
校
の
図
面
を
渡
す
な
ど
、
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
も
の
を
渡
し
ま
す
。

❹
探
検
を
す
る
上
で
の
注
意
事
項
を
説
明
し
ま
す
。

　
•
他
の
授
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

　
•
屋
上
な
ど
、
行
っ
て
は
い
け
な
い
場
所
の
確
認
と
徹
底

　
•
校
外
に
は
出
な
い
　
　
な
ど

※
校
内
は
広
い
た
め
、
探
検
す
る
場
所
を
限
定
し
た
り
、
他
の
授
業
を
し
て
い
る
ク
ラ
ス
へ
の
配

慮
が
必
要
で
す
。

2
探
検
開
始
（
2
5
分
）

❶
集
合
時
間
を
決
め
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
校
内
を
探
検
し
ま
す
。
発
見
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

校
内
の
図
面
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
資
料
8-
1）
に
書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。

❷
屋
内
消
火
栓
や
避
難
の
た
め
の
設
備
な
ど
、
子
ど
も
だ
け
で
は
発
見
し
に
く
い
も
の
は
、
指
導
者

が
そ
の
場
所
に
立
っ
て
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
「
こ
こ
に
何

が
あ
る
」
と
い
う
貼
り
紙
を
し
て
お
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

※
校
内
は
広
い
た
め
、
探
検
す
る
場
所
を
限
定
し
た
り
、
他
の
授
業
を
し
て
い
る
ク
ラ
ス
へ
の
配
慮

が
必
要
で
す
。

3
発
表
・
ま
と
め
（
1
0
分
）

❶
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
発
見
し
た
も
の
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。
黒
板
に
校
内
の
図
面
を
拡
大
コ

ピ
ー
し
て
貼
り
、
発
見
し
た
も
の
や
場
所
を
記
入
し
て
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
各
グ
ル
ー
プ

に
記
入
さ
せ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

❷
子
ど
も
た
ち
が
発
見
し
た
設
備
な
ど
に
つ
い
て
、
資
料
8-
2を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
や
役
割
を

説
明
し
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
と
き
に
使
う
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

❸
子
ど
も
た
ち
が
見
つ
け
た
も
の
の
な
か
で
、
防
災
設
備
で
は
な
い
が
災
害
時
に
役
立
ち
そ
う
な
も

の
が
あ
れ
ば
書
き
出
し
て
み
ま
す
。

校
内
の
防
災
施
設
や
災
害
時
に

活
用
で
き
る
も
の
を
探
し
ま
す

探
検
し
な
が
ら
図
面
な
ど
に
書
き
込
み
ま
す

発
見
し
た
も
の
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表

実
際
の
避
難
所
の
様
子

（
写
真
提
供
：
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
〈
神
戸
市
〉
）

➡
映
像
9

8

➡
資
料
8-
1

➡
資
料
8-
2

小
学
校
低
学
年
、

小
学
校
高
学
年
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［　］年
ねん

［　］組
くみ

　名
な

前
まえ

［　　　　　　　　］［　　］班
はん

たんけんした場
ば

所
しょ

［　　　　　　　　　　　　　　　 ］

さがしてみよう！

ひなん場
ば

所
しょ

になったときに使
つか

う場
ば

所
しょ

・物
もの

例
れい

）場
ば

所
し ょ

（１階
かい

）～体
たい

育
い く

かん（ひなんした人
ひと

がねとまりする場
ば

所
し ょ

）

火
か

さいになったときに使
つか

う物
もの

・火
か

さいを知
し

らせる物
もの

きけんな場
ば

所
しょ

・物
もの

人
ひと

をたすける物
もの

［ 配 付 用 ］

校内ぼうさいたんけん

資
し

料
りょう

8-1

「BOKOMIスクールガイド 防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

支
し

援
えん

ガイドブック」（神
こう

戸
べ

市
し

、財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

神
こう

戸
べ

市
し

防
ぼう

災
さい

安
あん

全
ぜん

公
こう

社
しゃ

、NPO法
ほう

人
じん

プラス・アーツ）に基
もと

づき作
さく

成
せい
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51

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）　

☞
準
備
品

数
備
考

　
本
項
は
、
D
IG
の
大
ま
か
な
流
れ
を
示
し
た
も
の
で
す
。
詳
し
い
解
説
と
進
め
方
は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考

え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
①
～
⑦
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
グ
ル
ー
プ
に
は
り
つ
い
て
、
指
導
者
の
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
風
水
害
時
の
避
難
に
つ
い
て
家
族
と
し
っ
か
り
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
D
IG
は
い
ろ
い
ろ
な
災
害
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
教
材
に
は
、
風
水
害
版
以
外
に
、
地
震
版
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
D
IG
は
み
ん
な
で
楽
し
く
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
各
グ
ル
ー
プ
が
和
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
な
工
夫
（
最
初
に
固
く
な
ら
な
い
よ
う

に
、
自
己
紹
介
の
際
に
好
き
な
食
べ
物
を
聞
い
た
り
す
る
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

　
油
性
ペ
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
、
換
気
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

□
地
図
（
1/
25
00
～
50
00
）
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

役
所
・
役
場
で
住
宅
地
図
を
借
り
て
コ
ピ
ー
 

□
透
明
シ
ー
ト
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
 

□
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
油
性
ペ
ン
（
8色
程
度
）
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
ベ
ン
ジ
ン
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
 

□
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
ふ
せ
ん
（
メ
モ
、
大
き
い
も
の
と
小
さ
い
も
の
2種
類
）
 
グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
丸
形
の
カ
ラ
ー
シ
ー
ル
（
8種
類
程
度
）
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
□
模
造
紙
 

グ
ル
ー
プ
に
１
つ
 

 
 

 
 

そ
の
他
：
透
明
シ
ー
ト
は
、
上
記
の
ほ
か
に
余
部
を
数
部
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

 

補
 足
　
災
害
図
上
訓
練
D
IG（
デ
ィ
グ
）
は
、住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
ん
だ
地
域
防
災
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
た
三
重
県
消
防
防
災
課
（
当

時
）
の
平
野
昌
氏
と
、
防
衛
研
究
所
で
災
害
救
援
を
研
究
し
て
い
た
小
村
隆
史
氏
（
現
富
士
常
葉
大
准
教
授
）
の
二
人
が
中
心
と
な
り
、

自
衛
隊
の
指
揮
所
演
習
で
使
う
地
図
と
透
明
シ
ー
ト
の
方
式
を
活
用
し
て
あ
み
出
し
た
も
の
で
す
。
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時 間 軸

実
 施
 内
 容

演
習

屋
内

！学
習
の
目
標

知
識
を
伝
え
る

D
IG
で
使
う
準
備
品

模
造
紙
に
ま
と
め
る

自
然
や
ま
ち
の
つ
く
り
を
地
図
に
書
き
込
む

　
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
地
域
の
地
図
を
広
げ
て
、
地
域
の
危
険
な
と
こ
ろ
（
浸
水
し
そ
う
な
と
こ
ろ
、
土
砂
崩
れ
が
起
き
そ
う
な
場
所
な
ど
）

や
、
災
害
時
に
役
立
つ
と
こ
ろ
（
避
難
所
、
消
防
署
な
ど
）
を
書
き
込
み
な
が
ら
、
風
水
害
時
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を
み
ん
な
で
話
し

合
う
災
害
図
上
訓
練
D
IG
（
デ
ィ
グ
）
に
つ
い
て
、
全
体
の
流
れ
を
解
説
し
ま
す
。

災
害
図
上
訓
練
D
IG
（
風
水
害
版
）
の
全
体
の
流
れ
を
解
説
し
ま
す
。

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
1
グ
ル
ー
プ
5
～
1
0
人
）

　
事
前
に
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
席
に
着
い
て
も
ら
い
ま
す
。
道
具
類
は
事
前

に
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

1
大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
①
－

D
IG
っ
て
な
あ
に
？
（
10
分
）

　
D
IG
と
は
何
か
、
使
用
す
る
道
具
類
な
ど
を
説
明
し
、
演
習
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

2
大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
②

－
災
害
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
し
ょ
う
（
1
5
分
）

　
風
水
害
時
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
た
め
、
過
去
に
起
き
た
風
水
害
を
振
り
返
り
ま
す
。

3
大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
③

－
自
然
や
ま
ち
の
つ
く
り
を
地
図
に
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
（
2
0
分
）

　
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
自
然
や
ま
ち
の
つ
く
り
に
つ
い
て
地
図
に
書
き
込
ん
で
い
き

ま
す
。

4
大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
④

－
風
水
害
時
に
役
立
つ
も
の
や
人
を
地
図
に
書
き
込
み
ま
し
ょ
う（
2
5
分
）

　
風
水
害
時
に
役
立
つ
と
こ
ろ
や
人
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
地
図
に
書
き
込
み
ま
す
。

5
大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
⑤

－
ど
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ
る
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
（
2
0
分
）

　
風
水
害
が
地
域
で
起
き
た
ら
ど
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ
る
か
考
え
、
地
図
に
書
き
込
み
ま
す
。

6
大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
⑥

－
避
難
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
（
3
0
分
）

　
風
水
害
の
と
き
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
を
考
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ

た
内
容
を
ま
と
め
、
発
表
用
の
資
料
を
模
造
紙
で
作
成
し
ま
す
。

7
大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
⑦

－
み
ん
な
で
発
表
し
ま
し
ょ
う
（
1
5
分
）

　
6
で
ま
と
め
た
内
容
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
て
も
ら
い
、
み
ん
な
の
考
え
を
知
り
ま
す
。

最
後
に
指
導
者
か
ら
説
明
を
行
い
ま
す
。

大
雨
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
－
全
体
の
流
れ

10

被
害
を
予
想
し
て
ふ
せ
ん
に
書
く

地
域
の
強
み
・
弱
み
を
地
図
に
書
き
込
む

風
水
害
の
被
害
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

授
業
１
回
目
★
4
5
分 ［
1
2
3
］、
2
回
目
★
4
5
分 ［
4
5
］、
3
回
目
★
4
5
分 ［
6
7
］

13
5分

（
授
業
3回
分
）

13
5

中
学
生
以
上
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必
要
に
応
じ
、
建
築
の
専
門
家
の
参
加
を
え
て
診
断
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
簡
易
な
方
法
で
自
分
た
ち
の
家
の

間
取
り
の
弱
点
を
把
握
し
、
配
置
を
工
夫
す
る
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

　
ま
と
め
の
と
き
、
家
具
の
配
置
や
固
定
の
工
夫
に
つ
い
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
語
っ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
る
役
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
保
護
者
の
方
に
話
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
自
宅
で
は
家
具
の
固
定
が
さ
れ
て
い
る
か
、
保
護
者
の
方
と
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
具
の
転
倒
・
落
下
等
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
身
を
守
る
と
よ
い
か
、
家
族
で
話
し
合
う
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。

　
資
料
12
-3
「
家
具
の
配
置
・
固
定
の
方
法
」
は
指
導
者
用
の
資
料
で
す
が
、
配
付
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
家
具
の
配
置
の
見
直
し
に
加
え
、
家
具
の
固
定
に
よ
る
転
倒
・
落
下
を
防
止
す
る
様
々
な
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

❶
よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
起
震
車
を
体
験
さ
せ
た
い
場
合
は
、
消
防
署
や
最
寄
り
の
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

❷
こ
の
教
材
は
、
メ
ニ
ュ
ー
21
「
家
に
い
る
と
き
に
地
震
が
あ
っ
た
ら
？
̶
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
①
」
と
一
緒
に
用
い
る
と
、
よ
り
大

き
い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
小
学
校
低
学
年
は
、
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
加
え
て
高
学
年
に
は
、
小
さ
い
子
ら
の
身
を
守
る
こ

と
、
中
学
生
以
上
に
は
、
家
族
・
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
の
行
動
に
努
め
る
こ
と
を
学
ば
せ
ま
す
。

　
家
の
間
取
り
図
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
た
め
、
お
互
い
に
交
換
さ
せ
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
映
像
「
家
の
中
の
揺
れ
の
様
子
」
 

1 
映
像
25
 

 
□
資
料
「
家
ぐ
の
は
い
ち
書
き
こ
み
用
シ
ー
ト
」
 

参
加
者
数
 

資
料
12
-1
（
配
付
用
）
 

 
□
資
料
「
家
ぐ
の
は
い
ち
書
き
こ
み
用
シ
ー
ト（
き
さ
い
れ
い
）」
 

参
加
者
数
 

資
料
12
-2
（
配
付
用
）
 

□
資
料
「
家
具
の
配
置
・
固
定
の
工
夫
」
 

1 
資
料
12
-3
（
指
導
者
用
）
 

□
ふ
せ
ん
（
メ
モ
）
 

参
加
者
数
 

 
□
模
造
紙
、
油
性
ペ
ン
 

グ
ル
ー
プ
数
 

 
□
パ
ソ
コ
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ク
リ
ー
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ピ
ー
カ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

68

　
家
の
中
の
家
具
・
テ
レ
ビ
・
照
明
器
具
な
ど
の
配
置
や
固
定
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
時
の
家
具
の
転
倒
・
落
下
や
そ
れ
に
と

も
な
う
人
命
危
険
を
減
ら
せ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
家
具
な
ど
の
配
置
と
固
定
次
第
で
、
家
の
中
の
危
険
性
が
変
わ
る
こ
と
を

学
び
ま
す
。

演
習

教
室

4
0
分45

！学
習
の
目
標

知
識
を
伝
え
る

40
！学
習
の
目
標

知
識
を
伝
え
る

全
て

時 間 軸

実
 施
 内
 容

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人

1
導
入
（
5
分
）

❶
「
自
分
の
家
の
間
取
り
図
に
家
具
を
書
き
込
む
こ
と
に
よ
り
、
地
震
が
起
き
た
と
き
ど
の
く
ら
い

危
な
い
か
想
像
し
ま
し
ょ
う
。」

❷
図
面
の
記
入
に
入
る
前
に
、
映
像
25
（
家
の
中
の
揺
れ
の
様
子
）
を
見
せ
ま
す
。

2
家
具
配
置
の
書
き
込
み
と
意
見
交
換
（
2
5
分
）

❶
ま
ず
、
資
料
12
-1
の
家
具
の
配
置
書
き
込
み
用
シ
ー
ト
を
配
り
ま
す
。

❷
次
い
で
、
資
料
12
-2
の
家
具
の
配
置
書
き
込
み
例
を
配
り
ま
す
。

❸
各
自
、資
料
12
-2
を
見
な
が
ら
、資
料
12
-1
に
自
分
の
家
の
大
ま
か
な
間
取
り
を
書
き
込
み
ま
す
。

特
に
居
間
、
寝
室
、
台
所
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の
家
具
が
置
か
れ
た
様
子

を
書
き
込
み
ま
す
。

❹
見
取
り
図
の
家
で
地
震
に
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か
気
が
つ
い
た
こ
と
を
、
各

自
に
ふ
せ
ん
（
メ
モ
）
に
書
き
出
さ
せ
ま
す
。

❺
家
具
の
配
置
を
替
え
る
と
ど
の
よ
う
に
身
を
守
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
家
具
の
固
定
を
す
れ
ば
よ

い
か
等
に
つ
い
て
、
意
見
を
発
表
さ
せ
ま
す
。

3
ま
と
め
（
10
分
）

❶
指
導
者
は
、
各
自
の
書
き
込
み
や
意
見
発
表
の
様
子
を
ふ
ま
え
て
、
家
の
中
で
地
震
に
あ
っ
た

と
き
に
身
を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
家
具
を
配
置
し
た
り
、
固
定
し
て
お
く
べ
き
か
を
、
資
料

12
-3
を
活
用
し
て
説
明
し
ま
す
。

❷
さ
ら
に
も
う
一
度
、
家
の
中
の
地
震
の
映
像
を
見
せ
、
事
前
対
策
の
大
切
さ
を
説
明
し
ま
す
。

家
具
の
配
置
と
固
定
の
工
夫

12

意
見
交
換
し
な
が
ら
、

部
屋
に
危
険
性
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

部
屋
の
間
取
り
、

家
具
の
配
置
を
記
入

具
体
的
な
対
策
を
考
え
て
み
よ
う

➡
資
料
12
-3

➡
映
像
25

➡
資
料
12
-1
・
1
2
-2

説
明
文【
例
】

-50-



186

あなたの家
い え

のまどりをおおまかに書
か

いてみましょう。まず、家
か

ぞくで食
しょく

じをとるへやのようすを、

以
い

下
か

に書
か

いてください。次
つ

いで、いま、ねる場
ば

所
し ょ

などのようすを書
か

きこみます。

地
じ

しんがおきたらあぶないと感
か ん

じるところがあれば、ふせん（メモ）に書
か

き出
だ

してください。

きにゅうらん：

［配付用］

家
か

ぐのはいち書
か

きこみ用
よ う

シート

資
し

料
りょう

12-1
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187

きにゅうらん：書
か

きこみした図
ず

面
めん

のれいを以
い

下
か

にしめします。

［ 配 付 用 ］

家
か

ぐのはいち書
か

きこみ用
よ う

シート（きさいれい）

あなたの家
い え

のまどりをおおまかに書
か

いてみましょう。まず、家
か

ぞくで食
しょく

じをとるへやのようすを、

以
い

下
か

に書
か

いてください。次
つ

いで、いま、ねる場
ば

所
し ょ

などのようすを書
か

きこみます。

地
じ

しんがおきたらあぶないと感
か ん

じるところがあれば、ふせん（メモ）に書
か

き出
だ

してください。

資
し

料
りょう

12-2

-52-



188

家具の配置・固定の工夫

寝る場所の工夫…………家具が転倒・移動しても影響がない位置に寝る場所を確保する。
家具の配置の工夫………寝る場所や出入り口に近い場所にタンス・家具を置かない。方向を変える。
収納方法の工夫…………重いものは、家具の下の方に収納する。家具の上に重いものを置かない。
家具の固定………………各種固定器具で固定する（Ｌ型金物、ポール式、チェーン等による）。

家具の下にストッパーやマットを入れて補強するほか、壁への家具固定と家具の上下連
結の併用など、２つ以上の補強を行うと効果的。

ガラスの飛散防止………食器棚や本箱などに飛散防止フィルムを貼り付ける。
扉開放防止器具…………食器棚や本箱などに扉開放防止器具を貼り付ける。

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

［指導者用］
資料 12-3①

１　安全な家具の配置の工夫

❶　寝る場所を安全にする
　寝る場所には、背の高い家具を置かないことが大事です。どうしても置かなければならない時は、置く向きに注意
すること、家具の上に物を置かないこと、重い物は下へ置くこと等に気を付けましょう。
　寝る場所とのとの位置関係では、家具の側方が安全です。もしも、家具の前の方で寝る場合は、家具の高さ以上に
十分に離れましょう。
　スライド書架付きの本棚は、安定が悪いので寝る場所からなるべく離しましょう。部屋の間取りと家具の配置を紙
に書きだしてみると、家の中の危険を把握しやすくなります。
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家具の配置・固定の工夫

［指導者用］
資料 12-3②

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

❷　ピアノを置く位置
　ピアノは、キャスターが付いているため確実な移動
防止が行われている場合以外は、寝る場所に置かない
ようにしましょう。

❸　テレビやパソコンを置く位置
　台の上に乗せたテレビやパソコンは飛び出す可能性
があるので寝る場所の近くに置かないようにしましょ
う。

❹　出入り口付近の家具を置く位置
　出入り口の近くに家具を置くと、家具の移動や転
倒、収納物の散乱などによって避難路が遮られること
があるので、なるべく家具を置かないようにしましょ
う。

❺　座布団やスリッパなどの常備
　ガラスの破片が散乱した場合でも通路を確保できる
よう、台所には座布団やスリッパなどを常備しておき
ましょう。

❻　家具の収納方法の工夫
　家具の中の重い物は下へ置くようにしましょう。家具の上に物を置かないようにしましょう。
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家具の配置・固定の工夫

［指導者用］
資料 12-3③

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

２　家具の固定方法

　「Ｌ型金物」を用いて、壁と家具の
上部を数カ所、木ネジで固定します。
　柱が表に見えている「真壁」の場合
は、柱や鴨居に固定します。
　柱が壁の中に隠れている「大壁」の
場合は、壁に隠れている間柱を専用の
「壁裏センサー（千円台から買えま
す）」や「プッシュピン（数百円程度
で買えます）」を用いてさがし、固定
します。その位置によっては、必要な
幅の板を家具に打ち付け、両端と奥で
Ｌ型金物を止めます。

❶　桟に直接固定する方法
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家具の配置・固定の工夫

［指導者用］
資料 12-3④

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

❸　桟に固定できない場合の固定方法
　固定できない壁の場合には、家具を天井と床の両方で固定し
ます。天井は、「ポール式」か「隙間家具」で、床の部分は
「粘着マット式」か「ストッパ一式」を使って固定します。
　「ポール式」は、まず両端から、家具の後側にポールが真直
ぐ立つように取り付けてください。木造住宅等で天井に強度が
無い場合があるので、このような場合には、当て板を一枚引い
てから取り付けてください。
　「ストッパー」を入れると、家具が壁側に傾いて手前に倒れ
にくくなります。

❷　鴨居や横木への固定方法
　家具を鴨居に固定するほか、壁に横木を取り付けてＬ型金物を固定する
こともできます。横木と家具の高さがそろわない場合（10cm 未満）、ス
ライド式金具を使用します。
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家具の配置・固定の工夫

［指導者用］
資料 12-3⑤

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

　「真壁」のように家具の上に鴨居があり、10cm以上離れている
場合は、「ベルト式」「チェーン式」も効果的です。取り付ける際
は、ベルトを30度以下の角度にピンと張って固定します。

❹　積み重ね家具の固定方法
　上下に積み重ねて使う家具は、家具の側面等で上下
を連絡した上で、最上部を壁の「間柱」に固定するよ
うにしましょう。

❺　ガラス飛散防止フィルム
　食器棚は、壁に固定する以外に、ガラス部分が破損すること
と、食器の飛び出しに注意が必要です。ガラスが割れるのを防
ぐため、「ガラス飛散防止フィルム」を貼ります。ガラス部分
の表と裏の両方に取り付けると、さらに強度が増します。
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家具の配置・固定の工夫

［指導者用］
資料 12-3⑥

（出典）消防庁：震災対策ビデオ（2009）、家具の転倒を防ぐには（1996）をもとに作成

❻　扉開放防止器具
　食器棚などの観音開きの扉は地震のとき聞きやすいので、「扉開放防止器具」を取りつけてください。キッチンの
引き出しは、地震の揺れで飛び出してしまうことがあるので、「引き出しストッパー」を取り付けましょう。

❼　テレビ等の固定
テレビも地震のとき、倒れるとたいへん危険ですので、倒れないようにしっかり固定しましょう。最も確実な方法
は、床や壁に固定したテレビ台とテレビを直接木ネジ等で固定することです。
ネジ穴が無いテレビは、壁の「間柱」等にヒートンを取り付けてロープでテレビを固定します。壁に穴を開けら
れない場合は、「ス卜ラップ式」を4 本以上使って固定します。小型のテレビであれば、「粘着マット式」や「ス卜
ラップ式」で大丈夫です。
いずれの場合も、まずは、テレビ台をきちんと固定した上で行ってください。

❽　電子レンジや冷蔵庫
　電子レンジは、テレビと同様にス卜ラップ式や粘着マット式で固定します。それぞれ、重さに応じてス卜ラップや
粘着マットの数を増やしてください。冷蔵庫は、上部の後ろ側にベルトの取り付け部分がありますので、口一プを
使って、テレビと同じ要領で壁に固定しましょう。壁に穴を開けられない場合は粘着タイプの「ストラップ式」で固
定することができます。
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指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

　
す
べ
て
の
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
避
難
訓
練
の
機
会
に
、
他
の
メ
ニ
ュ
ー
も
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
よ
り
効
果
の
高
い
訓
練
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
避
難
訓
練
後
に
他
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
す
る
場
合
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
安
全
確
実
に
避
難
す
る
た
め
、
学
校
な
ど
の
大
き
な
建
物
に
は
、
各
種
の
消
防
用
の
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
、
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
消
火
器
、
防
火
戸
、
避
難
口
、
避
難
階
段
、
誘
導
灯
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
非
常
放
送
設

備
、
避
難
は
し
ご
、
排
煙
設
備
な
ど
。）

　
学
校
に
は
必
ず
｢消
防
計
画
｣
(火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
時
の
対
応
方
法
を
定
め
た
計
画
書
)が
あ
り
、
そ
の
中
で
避
難
の

方
法
や
順
序
、
経
路
、
避
難
後
の
集
合
場
所
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
及
び
班
長
を
決
め
、
訓
練
の
前
に
、
こ

の
計
画
で
自
分
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
避
難
経
路
に
は
ど
の
よ
う
な
消
防
用
の
設
備
が
あ
る
の
か
を
、
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
大
勢
の
人
数
が
同
時
に
動
き
ま
す
。「
お
･
は
･
し
・
も
」（
ま
た
は
「
お
・
か
・
し
・
も
」）
を
守
り
、
転
倒
事
故
な
ど
が
な
い
よ
う
に
十

分
に
注
意
が
必
要
で
す
。

□
拡
声
器
 

1 
 

 
□
時
計
（
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
）
 

1 
 

 
□
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン
、
発
煙
筒
 

1 
必
要
に
応
じ
て
消
防
署
で
用
意
 

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成
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時 間 軸

実
 施
 内
 容

！学
習
の
目
標

実
技

屋
外

2
0
分20

技
を
伝
え
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人

1
準
備

❶
ど
の
よ
う
な
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
か
決
定
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
教
員
も
訓
練
に
参
加

し
て
み
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
校
長
や
教
頭
、
担
当
教
員
の
み
で
シ
ナ
リ
オ
を

作
成
し
、
発
災
点
や
通
行
障
害
、
行
方
不
明
者
等
の
情
報
に
つ
い
て
他
の
教
員
や
児
童
に
知
ら
せ

ず
に
実
施
し
ま
す
。

❷
負
傷
者
役
に
な
る
教
員
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
役
割
（
待
機
場
所
の
確
認
な
ど
）
を
事
前
に
説
明
し

て
お
き
ま
す
。

❸
子
ど
も
た
ち
に
は
、事
前
に
震
災
や
火
災
の
安
全
な
避
難
方
法
に
つ
い
て
以
下
を
教
え
て
お
き
ま
す
。

　
•
地
震
の
場
合
は
、
ま
ず
机
の
下
に
隠
れ
ま
す
。

　
•
火
災
の
場
合
は
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
口
を
覆
い
、
姿
勢
を
低
く
し
て
避
難
し
ま
す
。

　
•
「
お
（
押
さ
な
い
）・
は
（
走
ら
な
い
）・
し
（
し
ゃ
べ
ら
な
い
）・
も
（
も
ど
ら
な
い
）」
を
守

り
ま
す
。（
「
お
（
押
さ
な
い
）・
 か
（
か
け
な
い
）・
し
（
し
ゃ
べ
ら
な
い
）・
も
（
も
ど
ら
な
い
）」

と
教
え
て
も
結
構
で
す
。）

2
訓
練
実
施
（
1
0
分
）

❶
計
画
に
基
づ
い
て
、
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
計
測
員
、
訓
練
検
証
員
、
負
傷
者

役
な
ど
を
配
置
し
ま
す
。

❷
避
難
訓
練
の
開
始
は
、
基
本
的
に
自
動
火
災
報
知
設
備
の
ベ
ル
を
鳴
動
さ
せ
、
館
内
放
送
で
発
災

を
伝
え
ま
す
。

❸
地
震
の
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
館
内
放
送
で
「
ド
ド
～
」
な
ど
の
地
震
の
音
を
流
し
て
開
始
す

る
と
臨
場
感
が
あ
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

❹
子
ど
も
た
ち
は
教
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
、
ク
ラ
ス
単
位
で
避
難
を
開
始
し
ま
す
。
早
く
避
難
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
急
ぎ
す
ぎ
て
将
棋
倒
し
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
負
傷
者
役
に
気
づ
か
い
な
が
ら
逃
げ
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

❺
通
行
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
う
回
路
を
使
っ
て
避
難
し
ま
す
。
ま
た
、
防
火
戸
を
閉
め
て
も
い
い

で
し
ょ
う
。

❻
地
震
の
場
合
は
、
教
室
な
ど
で
は
一
旦
机
の
下
な
ど
に
入
っ
て
、
揺
れ
が
収
ま
る
の
に
相
当
す
る

時
間
待
っ
て
か
ら
避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

3
避
難
完
了
確
認
（
5
分
）

　
運
動
場
な
ど
に
避
難
が
完
了
し
た
ら
、逃
げ
遅
れ
等
が
い
な
い
か
を
確
認
す
る
た
め
、点
呼
し
て
、

校
長
・
副
校
長
（
教
頭
）
に
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
避
難
完
了
ま
で
の
時
間
を
計
測
し
ま
す
。

4
ま
と
め
（
5
分
）

❶
校
長
や
消
防
職
員
の
方
な
ど
が
、
講
評
を
行
い
ま
す
。

❷
講
評
で
は
、
避
難
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
、
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
や
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
学
校
で
は
子
ど
も
を
含
む
多
く
の
人
が
速
や
か
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
万
一
の
と
き
に

き
ち
ん
と
し
た
避
難
が
で
き
る
よ
う
に
、
訓
練
を
通
じ
て
検
証
を
行
い
ま
す
。

避
難
時
の
注
意
事
項
な
ど
を
確
認

避
難
が
完
了
し
た
ら
点
呼

　
万
一
に
備
え
て
の
訓
練
を
実
施
し
、
安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
知
識
や
技

術
を
学
び
ま
す
。

安
全
確
実
に
…
逃
げ
ろ
！

19
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指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

　
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
入
り
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
恐
怖
の
中
で
も
落
ち
着
い
て
有
効
に
避
難
す
る
方

法
を
説
明
し
、
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
避
難
方
法
の
説
明
や
安
全
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
火
災
に
気
づ
い
た
時
に
は
、
す
で
に
煙
に
巻
か
れ
て
避
難
困
難
な
状
況
に
な
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
、
火
災
に
よ
る
死
者
の
多

く
を
占
め
て
い
る
高
齢
者
な
ど
が
い
る
家
庭
で
は
、
早
期
に
火
災
を
発
見
し
、
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
一
般
家
庭
で

も
居
室
や
階
段
に
住
宅
用
火
災
警
報
機
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
な
生
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
未
設
置
の
場
合

は
早
急
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
テ
ン
ト
内
に
隠
し
た
も
の
を
探
す
な
ど
の
テ
ー
マ
を
与
え
る
と
、
煙
の
怖
さ
を
よ
り
効
果
的
に
体
験
で
き
ま
す
。

❶
風
邪
な
ど
で
体
調
不
良
な
子
ど
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
ど
も
は
入
室
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

❷
強
風
時
は
テ
ン
ト
が
風
で
飛
ば
さ
れ
て
大
変
危
険
で
す
。
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

❸
激
し
い
恐
怖
心
を
持
っ
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
子
が
い
ま
す
。
状
況
を
観
察
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

❹
5
～
6
人
ご
と
に
入
り
、
全
員
が
出
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
次
の
班
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
中
で
動
け
な
く
な
る
子
も
い
ま
す
。

•
あ
ん
な
に
前
が
見
え
な
い
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
す
ご
く
怖
か
っ
た
で
す
。

•
ぜ
ん
ぜ
ん
前
が
見
え
な
く
て
、
火
事
の
と
き
も
こ
ん
な
に
前
が
見
え
な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

•
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押
さ
え
て
、
体
を
低
く
し
た
ら
い
い
と
聞
い
て
「
へ
ぇ
～
」
と
思
い
ま
し
た
。

•
本
当
の
煙
だ
っ
た
ら
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
か
ら
、
今
度
は
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
声

☞

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

□
煙
体
験
ハ
ウ
ス
 

一
式
 

消
防
署
で
用
意
  ※
 

 
□
発
煙
機
（
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン
）
 

 
消
防
署
で
用
意
  ※
 

 
□
組
み
立
て
説
明
書
 

 
 

 
□
コ
ー
ド
リ
ー
ル
 

 
 

 
□
弱
風
時
固
定
用
資
機
材
（
ロ
ー
プ
、
鉄
杭
、
ハ
ン
マ
ー
）
  

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
：
強
風
時
は
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
（
テ
ン
ト
が
飛
ば
さ
れ
て
大
変
危
険
で
す
）
  
 

※
 最
寄
り
の
消
防
署
に
な
い
場
合
は
、
近
隣
の
消
防
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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時 間 軸

実
 施
 内
 容

！学
習
の
目
標

実
技

屋
外

4
0
分40

全
て

技
を
伝
え
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
事
前
準
備

❶
煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
設
営
し
、
煙
を
充
満
さ
せ
ま
す
。

❷
ハ
ウ
ス
の
組
み
立
て
な
ど
が
必
要
と
な
る
の
で
、
近
隣
の
消
防
本
部
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

❸
事
前
に
5
～
6
人
程
度
に
子
ど
も
た
ち
を
班
分
け
し
ま
す
。

2
導
入
（
火
災
・
煙
の
こ
わ
さ
を
説
明
）（
5
分
）

❶
煙
が
充
満
す
る
と
、
内
部
の
様
子
を
よ
く
知
っ
て
い
る
家
や
場
所
で
も
方
向
感
覚
が
な
く
な
り
、

出
口
に
向
か
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
熱
気
や
煙
に
含
ま
れ
る
有
毒
ガ
ス
や
一
酸
化

炭
素
な
ど
に
よ
り
、
煙
の
中
で
数
回
呼
吸
す
る
だ
け
で
意
識
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
大
変
危

険
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

❷
そ
の
た
め
、
火
災
が
起
こ
っ
て
避
難
す
る
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
、
タ
オ
ル
な
ど
で

口
元
を
覆
っ
て
避
難
す
る
と
よ
い
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

❸
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
入
る
際
の
注
意
事
項
、
正
し
い
避
難
方
法
（
姿
勢
を
低
く
、
壁
伝
い
に
）を
説
明

し
ま
す
。

❹
訓
練
用
の
煙
は
無
害
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
避
難
し
て
み
る
よ
う
に
伝
え

ま
す
。

❺
喘
息
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
持
病
が
あ
る
児
童
は
、
訓
練
を
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

3
煙
体
験
の
実
施
（
3
0
分
）

❶
順
番
に
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
入
り
ま
す
が
、
危
険
防
止
の
た
め
一
度
に
は
進
入
し
な
い
よ
う
、
5
～
6

人
ず
つ
入
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
入
口
と
出
口
に
は
人
員
管
理
す
る
者
を
配
置
し
ま
す
。

❷
決
め
ら
れ
た
人
数
で
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
入
り
ま
す
。
出
口
で
は
入
っ
た
人
数
と
同
じ
人
数
が
出
た

ら
合
図
し
、
次
の
班
が
同
じ
よ
う
に
進
入
し
ま
す
。

❸
時
間
が
あ
れ
ば
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
内
に
あ
ら
か
じ
め
物
を
置
い
て
お
き
、
そ
れ
を
探
し
て
取
っ
て

き
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
煙
の
中
を
探
し
て
く
る
困
難
さ
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
火
災
の
際
に
は
、
避
難
を
優
先
し
、
物
を
取
り
に
戻
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
し
ま
す
。

4
ま
と
め
（
5
分
）

❶
煙
の
怖
さ
に
つ
い
て
、
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
感
想
を
聞
い
て
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

❷
実
際
の
火
災
で
は
、
煙
自
体
が
有
毒
で
あ
る
の
で
、
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
お
家
の
人

に
も
体
験
し
た
こ
と
を
話
し
て
み
る
よ
う
伝
え
ま
す
。

❸
最
後
に
、
消
防
署
の
方
な
ど
が
講
評
を
し
ま
す
。

煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
設
置

　
煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
使
用
し
て
、
煙
を
充
満
さ
せ
た
密
室
を
つ
く
り
、
そ
の
中
で
火
災
時
の
煙
を
疑
似
体
験
し
ま
す
。

実
際
に
煙
を
体
験
し
て
み
る

火
災
・
煙
の
こ
わ
さ
を
説
明

煙
の
怖
さ
や
避
難
方
法
を
学
習
し
ま
す
。

火
事
が
起
き
た
ら
煙
が
大
変
！
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指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

　
地
震
は
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
と
き
の
状
況
に
合
わ
せ
て
あ
わ
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
導
し
ま
す
。

　
ま
と
め
の
と
き
、
過
去
の
体
験
談
な
ど
を
語
り
、
参
加
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
役
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
保
護
者
の
方
に
話
し
て
も
ら
う
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
家
の
中
の
ど
こ
を
改
善
す
れ
ば
身
を
守
る
こ
と
に
役
立
つ
か
、
家
族
で
話
し
合
う
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
消
し
に
行
っ
て
火
傷
な
ど
の
け
が
を
負
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
揺
れ
が
収

ま
っ
て
か
ら
火
を
消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❷
平
成
19
年
10
月
1日
か
ら
、
大
き
な
揺
れ
が
来
る
前
に
地
震
を
知
ら
せ
る
緊
急
地
震
速
報
が
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

❶
よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
体
感
さ
せ
る
た
め
に
、
起
震
車
等
を
体
験
さ
せ
た
い
場
合
は
、
消
防
署
や
最
寄
り
の
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
等

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❷
小
学
校
高
学
年
の
場
合
は
、
弟
・
妹
な
ど
小
さ
い
子
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

❸
D
VD
に
は
、
写
真
の
フ
ァ
イ
ル
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
カ
ラ
ー
印
刷
し
て
教
材
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❹
緊
急
地
震
速
報
の
発
表
を
想
定
し
、
最
初
の
設
問
を
「
テ
レ
ビ
か
ら
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
ま
し
た
。
身
を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
行

動
す
る
と
よ
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
参
考
資
料
に
あ
る
緊
急
地
震
速
報
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
使
っ
て
解
説
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
き
な
地
震
を
体
験
す
る
機
会
自
体
が
少
な
い
の
で
、
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
す
。
地
震
は
ど
の
よ
う
な
状

況
の
も
と
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
今
回
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
油
性
ペ
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
、
換
気
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

□
映
像
「
家
の
中
の
揺
れ
の
様
子
」
 

1 
映
像
25
 

 
□
映
像
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
の
家
の
中
の
様
子
」
 1
 

映
像
2 

□
資
料
「
場
面
写
真
（
家
の
中
）
」
 

グ
ル
ー
プ
数
 

資
料
21
-1
（
配
付
用
）
 

 
□
資
料
「
家
に
い
て
地
震
に
あ
っ
た
と
き
の
行
動
」
 

1 
資
料
21
-2
（
指
導
者
用
）
 

 
□
ふ
せ
ん
（
メ
モ
）
 

参
加
者
の
数
 

 
 

□
模
造
紙
、
油
性
ペ
ン
 

グ
ル
ー
プ
数
 

 
 

□
パ
ソ
コ
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ク
リ
ー
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ピ
ー
カ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

86

時 間 軸

実
 施
 内
 容

！学
習
の
目
標

知
識
を
伝
え
る

演
習

教
室

5
0
分

　
地
震
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
の
中
で
も
、
居
間
や
台
所
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
地
震
に
あ
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
家
の
中
の
様
々
な
場
所
で
地
震
に
あ
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
ま
す
。

　
家
に
い
て
地
震
に
あ
っ
た
と
き
、
自
分
と
家
族
の
身
を
ど
の
よ
う
に
守
る

か
を
学
び
ま
す
。

映
像
を
見
せ
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
導
入
（
1
5
分
）

❶
「
家
に
い
た
と
き
、
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
身
を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
と
よ
い
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。」

❷
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
入
る
前
に
、
映
像
25
（
家
の
中
の
揺
れ
の
様
子
）
や
映
像
2（
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
と
き
の
家
の
中
の
様
子
）
を
見
せ
ま
す
。

2
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
2
5
分
）

❶
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。

❷
資
料
21
-1
を
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
配
り
ま
す
。

❸
資
料
21
-1
の
写
真
の
う
ち
、
各
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
考
え
る
場
面
（
写
真
）
を
ひ
と
つ
ず
つ
指
示

し
ま
す
。

❹
指
示
さ
れ
た
場
所
に
い
る
と
き
に
地
震
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
を
、

ま
ず
各
自
ふ
せ
ん
（
メ
モ
）
に
書
き
出
さ
せ
ま
す
。

❺
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
を
発
表
し
あ
い
、
身
を
守
る
方
法
を
模
造
紙
に
書
き
出
し
て
と

り
ま
と
め
さ
せ
ま
す
。

❻
リ
ー
ダ
ー
に
全
員
の
前
で
、
と
り
ま
と
め
た
結
果
を
発
表
さ
せ
ま
す
。

3
ま
と
め
（
10
分
）

❶
指
導
者
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
結
果
発
表
を
ふ
ま
え
て
、
地
震
時
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
の
ポ
イ
ン

ト
や
留
意
点
に
つ
い
て
資
料
21
-2
を
活
用
し
て
説
明
し
ま
す
。

❷
さ
ら
に
も
う
一
度
、
映
像
25
の
後
半
、
映
像
2
を
見
せ
、
事
前
対
策
の
大
切
さ
を
説
明
し
ま
す
。

写
真
を
見
て
検
討

グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
交
換

指
導
者
に
よ
る
ま
と
め

小
学
校
高
学
年
・

中
学
生
以
上

家
に
い
る
と
き
に
地
震
が
あ
っ
た
ら
？
－
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
❶

21

50

➡
資
料
21
-1

➡
映
像
2・
25

➡
資
料
21
-2

説
明
文【
例
】

-61-



213

入浴中

寝室で寝ている 台所で調理している

居間でテレビを見ている リビングで食事をしている

場面写真（家の中）

［配付用］
資料 21-1

-62-



214

家の中で地震にあったときの直後の行動
　丈夫な机やテーブルなどの下にもぐり、机などの脚をしっかりと握りましょう。また、
頭を座布団などで保護して、揺れが収まるのを待ちましょう。
●突然大きな揺れに襲われたときは、まずは自分の身を安全に守れるように心がけましょ
う。
●戸を開けて、出入り口の確保をしましょう。
●棚や棚に乗せてあるもの、テレビなどが落ちてきたりするので、離れて揺れが収まるの
を待ちましょう。
●瓦が落ちてきてケガをしたり、交通事故にあうことがあるので、あわてて戸外に飛び出
さないようにしましょう。

就寝中に地震にあったときの直後の行動
　揺れで目覚めたら寝具にもぐりこむかベッドの下に入れる場合はベッドの下に入り、身
の安全を確保しましょう。  
●暗闇では、割れた窓ガラスや照明器具の破片でケガをしやすいので注意をしましょう。
●枕元には、厚手の靴下やスリッパ、懐中電灯、携帯ラジオなどを置いておき、避難が出
来る準備をしておきましょう。
●寝室には、倒れそうなもの等をおかないようにし、頭の上にものが落ちてこない所に寝
ましょう。

台所
　まずは、テーブルなどの下に身を伏せ、揺れが収まるのを待ちましょう。
●無理して火を消しに行くと調理器具が落ちてきてやけどなどをしたりするので、揺れが
収まるまで待って火を消しましょう。
●食器棚や冷蔵庫が倒れてくるだけでなく、中身が飛び出してくることもあるので注意し
ましょう。
●コンロの近くの場合、調理器具が滑り落ちてくる場合があるので、コンロの近くから離
れ、揺れが収まったら落ち着いて火を消しましょう。
●揺れを感じて自動的にガスの供給を停止するマイコンメータがほとんどのご家庭に設置
されています。特性や使い方を十分に理解しておきましょう。

風呂場・トイレ
　揺れが収まるのを待ちましょう。（ガラス等でケガをするおそれがあるので、可能な場
合のみ避難路の確保をしましょう）
●風呂場ではタイルや鏡、トイレでは水洗用のタンクなどが落ちてくることがありますの
で注意しましょう。
●入浴中は鏡やガラスの破損によるケガに注意しましょう。
●浴槽の中では、風呂のふたなどをかぶり、頭部を守りましょう。
●揺れが収まるのを待って避難しましょう。

　（出典）消防庁：地震防災マニュアル（2007）をもとに作成

家にいて地震にあったときの行動

［指導者用］
資料 21-2

-63-



10
3

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）　

☞
準
備
品

数
備
考

　
❶
実
際
の
火
を
消
す
た
め
の
有
効
な
方
法
を
具
体
的
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。（
風
上
か
ら
、
火
で
は
な
く
燃
え
て
い
る
も
の
に
向
か
っ
て
、

ほ
う
き
で
掃
く
よ
う
に
。）

　
❷
実
際
の
火
事
を
発
見
し
た
場
合
は
、
大
人
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
火
器
の
取
扱
い
説
明
の
補
助
や
安
全
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
体
験
で
学
習
し
た
こ
と
（
感
じ
た
こ
と
、消
火
器
の
使
用
方
法
）
を
家
に
帰
っ
て
保
護
者
の
方
に
説
明
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
資
料
「
消
火
器
の
使
い
方
」
を
わ
た
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

❶
初
期
消
火
に
成
功
し
た
ら
、
消
火
器
を
逆
さ
ま
に
す
る
と
消
火
薬
剤
が
出
な
く
な
り
ま
す
。

❷
粉
末
消
火
器
に
は
様
々
な
大
き
さ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

❸
実
際
の
火
事
の
と
き
は
、
消
火
器
で
初
期
消
火
す
る
場
合
は
、
炎
が
天
井
に
達
し
た
時
点
で
消
火
活
動
を
中
止
し
て
、
安
全
な
場
所
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

❹
レ
バ
ー
を
離
す
と
放
出
が
止
ま
る
タ
イ
プ
の
も
の
は
、火
が
消
え
た
後
そ
の
ま
ま
元
の
場
所
に
戻
さ
ず
に
必
ず
詰
め
替
え
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
消
火
器
や
底
が
錆
び
た
消
火
器
を
使
用
し
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
消
火
器
使
用
の
際
に
は
、

底
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

❹
消
火
器
そ
の
も
の
を
直
接
火
元
に
投
げ
て
も
消
え
ま
せ
ん
。

❶
避
難
訓
練
の
後
に
実
施
す
る
と
、
よ
り
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

❷
学
校
開
放
デ
ー
な
ど
で
保
護
者
の
方
に
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

❸
「
導
入
（
消
火
器
説
明
）」
の
際
、
屋
内
で
パ
ソ
コ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
で
き
る
場
合
は
、
映
像
29
を
使
っ
て
説
明
し
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

❶
実
際
の
火
を
使
い
ま
す
の
で
、
安
全
管
理
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

❷
実
際
に
粉
末
消
火
器
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
際
に
は
、
粉
末
が
周
囲
に
飛
散
し
ま
す
。
住
宅
に
密
接
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
事

前
に
訓
練
実
施
の
説
明
を
行
う
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

❷
粉
末
消
火
器
で
は
な
く
、
水
消
火
器
を
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
、
火
を
使
わ
ず
に
行
い
ま
す
。

□
映
像
「
消
火
器
の
使
い
方
」 

1 
映
像
29
 

□
資
料
「
消
火
器
の
使
い
方
」 

人
数
分
 

資
料
29
-1
（
配
付
用
） 

□
粉
末
消
火
器
 

必
要
数
 

消
防
署
と
相
談
し
て
用
意
 

 
□
オ
イ
ル
パ
ン
 

必
要
数
 

消
防
署
と
相
談
し
て
用
意
 

 
□
灯
油
 

必
要
量
 

 
 

□
点
火
棒
・
ラ
イ
タ
ー
 

1 
 

 
□
消
火
器
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
 

1 
 

消
防
署
と
相
談
し
て
用
意
 

□
パ
ソ
コ
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ク
リ
ー
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ピ
ー
カ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成

10
2

時 間 軸

実
 施
 内
 容

！学
習
の
目
標

技
を
伝
え
る

実
技

屋
外

4
0
分40

小
学
校
高
学
年
、

中
学
生
以
上

　
　
消
火
器
の
取
扱
い
方
法
を
説
明
し
た
あ
と
で
、
実
際
の
消
火
器
を
使
っ
て
、
本
物
の
火
を
消
火
す
る
体
験
を
し
ま
す
。

火
の
怖
さ
と
消
火
器
の
使
用
方
法
を
学
び
ま
す
。

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人

1
事
前
準
備

❶
消
防
署
に
必
ず
協
力
を
依
頼
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
オ
イ
ル
パ
ン
に
水
を
半
分
く
ら
い
入
れ
、
灯
油
を
表
面
全
体
に
覆
う
程
度
入
れ
ま
す
。

❸
消
火
器
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
（
消
火
器
の
な
か
の
し
く
み
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
教
育
用
の

も
の
）、
オ
イ
ル
パ
ン
な
ど
は
消
防
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

2
導
入
（
消
火
器
の
説
明
）（
5
分
）

❶
消
火
器
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
な
ど
を
使
用
し
て
、
消
火
器
の
構
造
や
消
火
方
法
（
消
火
器
を
火
元
ま

で
運
ぶ
→
ピ
ン
を
抜
い
て
ホ
ー
ス
を
火
に
向
け
る
→
レ
バ
ー
を
握
っ
て
放
射
す
る
）
を
説
明
し

ま
す
。

❷
消
火
器
で
の
消
火
は
、
火
災
の
初
期
の
段
階
（
天
井
に
火
が
燃
え
移
る
ま
で
）
に
使
用
で
き
る

こ
と
、
子
ど
も
で
は
消
火
作
業
は
行
わ
ず
す
ぐ
に
避
難
し
大
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
ど
を
教
え

ま
す
。

❸
実
施
に
あ
た
っ
て
、
消
火
器
が
準
備
で
き
る
本
数
に
よ
り
ま
す
が
、
準
備
で
き
た
消
火
器
の
数

だ
け
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
全
員
が
体
験
出
来
な
い
場
合
は
、
体
験
す
る
者
の
人
選
を
行
い
ま

す
。

3
消
火
体
験
（
3
0
分
）

❶
点
火
棒
で
着
火
し
ま
す
。
な
お
、
消
火
す
る
オ
イ
ル
パ
ン
の
準
備
、
点
火
な
ど
は
消
防
職
員
に

実
施
し
て
も
ら
い
ま
す
。

❷
点
火
後
、
参
加
者
は
風
上
か
ら
消
火
器
を
持
っ
て
オ
イ
ル
パ
ン
付
近
ま
で
移
動
し
、
消
火
器
の

ピ
ン
を
抜
き
、
ホ
ー
ス
を
向
け
、
レ
バ
ー
を
握
っ
て
消
火
し
ま
す
。

❸
順
次
繰
り
返
し
ま
す
。

❹
消
火
体
験
を
実
施
し
た
参
加
者
に
、
そ
の
都
度
感
想
を
話
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
タ
イ
ム
を
計
測
し
、
比
べ
る
こ
と
で
見
学
者
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。
見
学
者
が
実
施
の

合
間
な
ど
で
手
持
ち
無
沙
汰
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
指
導
者
か
ら
補
足
説
明
（
消
火
器
の
仕
組

み
を
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
で
見
せ
る
な
ど
）
し
た
り
、
消
防
職
員
か
ら
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
知
識
に

つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

4
ま
と
め
（
5
分
）

❶
消
防
署
の
方
か
ら
講
評
を
頂
き
ま
す
。

❷
消
火
器
の
使
い
方
を
お
家
の
人
に
も
教
え
て
あ
げ
る
よ
う
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
火
災
の
通
報
は

「
11
9
番
」
で
あ
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
教
え
ま
し
ょ
う
。

オ
イ
ル
パ
ン
な
ど
の
資
機
材
を
準
備

消
火
器
の
使
い
方
を
指
導

実
際
に
消
火
器
を
使
っ
て
消
し
て
み
る

消
火
器
で
火
を
消
し
て
み
よ
う
！

29

➡
資
料
29
-1
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消火器の使い方

［配付用］

❶ ❷ ❸

安全ピン（栓）をぬく。 左手でホースの先を
つかんで、火のほう
にむける。

消火器の種類

購入するときの注意

右手で、上のレバーと
下のレバーをいっしょに
強くにぎると、
消火剤が放出される。

消火器は、燃えるものの性質
によって大きく３種類にわか
れ、白・黄・青の３色の丸い
マークでしめされています。

必ず、「国家検定合格証票」を
確認しましょう。

白＝普通火災
　　（一般住宅の火災）

黄＝油火災

青＝電気火災

➡

➡

資料 29-1

-65-



10
9

　
ロ
ー
プ
結
び
を
体
験
し
た
あ
と
で
、
活
用
方
法
を
紹
介
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
役
立
つ
の
か
を
見
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
知
っ
て
い
る
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
学
習
し
た
ロ
ー
プ
結
び
を
、
家
に
帰
っ
て
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
み
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
通
常
、
消
防
職
員
が
使
用
す
る
救
助
用
の
ロ
ー
プ
は
最
大
３
ト
ン
の
重
さ
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
結
び
目
が
増
え
る
こ
と
で
、

強
度
が
低
く
な
り
ま
す
。
）

❷
ロ
ー
プ
が
少
し
で
も
傷
つ
い
て
し
ま
う
と
、
弱
い
部
分
か
ら
切
断
が
始
ま
る
た
め
、
強
度
が
低
く
な
り
ま
す
。
命
を
守
る
ロ
ー
プ
で
す
の

で
、
大
切
に
扱
う
こ
と
を
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
あ
る
程
度
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
リ
レ
ー
形
式
で
ロ
ー
プ
結
び
を
覚
え
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
と
同
じ

く
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
あ
せ
り
が
あ
る
な
か
で
、
正
し
く
結
ぶ
体
験
が
で
き
ま
す
（
メ
ニ
ュ
ー
33
を
参
照
）
。

　
悪
ふ
ざ
け
等
で
人
体
を
締
め
付
け
た
り
す
る
と
、
血
が
止
ま
っ
た
り
、
窒
息
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
よ
く
注
意
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

•
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
結
び
方
が
あ
る
な
ん
て
驚
き
ま
し
た
。

•
も
っ
と
た
く
さ
ん
結
び
方
を
教
え
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

•
災
害
で
役
立
つ
結
び
方
を
教
え
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

•
み
ん
な
で
協
力
し
た
ら
、
大
き
な
輪
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

子
ど
も
た
ち
の
声

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

□
ロ
ー
プ
 

必
要
数
 

 
□
資
料
「
い
ろ
い
ろ
な
ロ
ー
プ
結
び
」
 

人
数
分
 

資
料
32
-1
（
配
付
用
）
 

 
 

 
備
考
：
消
防
署
で
用
意
で
き
る
ロ
ー
プ
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
　
　
　
代
用
品
と
し
て
、
荷
物
を
結
ぶ
た
め
の
ひ
も
な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

10
8

時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
災
害
時
に
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
負
傷
者
を
救
出
す
る
な
ど
の
際
に
、
ロ
ー
プ
は
非
常
に
役
に
立
ち
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
ロ
ー

プ
を
ど
の
よ
う
に
結
べ
ば
き
ち
ん
と
活
用
で
き
る
か
を
体
験
し
ま
す
。

　
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
に
も
活
用
で
き
る
ロ
ー
プ
の
結
び

方
を
学
び
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
、

中
学
生
以
上

実
技

屋
外
・
屋
内

両
方
可

30
～
40
分

！学
習
の
目
標 対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
導
入
（
5
分
）

　
災
害
時
に
は
、
住
民
自
ら
が
救
助
活
動
に
あ
た
り
、
身
近
に
あ
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
も
の
（
ジ
ャ
ッ

キ
、
の
こ
ぎ
り
、
毛
布
な
ど
）
を
使
っ
て
近
所
の
人
な
ど
を
救
助
し
た
と
い
う
事
例
が
多
く
あ
り
ま

す
。
救
助
活
動
に
つ
い
て
話
し
、
ロ
ー
プ
が
自
分
の
身
を
守
っ
た
り
人
の
命
を
助
け
る
た
め
の
有
効

な
道
具
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
知
っ
て
お
く
と
、
普
段
の
生
活
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
を
教
え
ま

す
。

2
ロ
ー
プ
結
び
の
実
習
（
2
0
～
3
0
分
）

（
資
料
32
-1
を
配
付
し
て
く
だ
さ
い
。
）

❶
班
分
け
・
ロ
ー
プ
配
付
／
ロ
ー
プ
を
配
り
、
班
分
け
を
し
ま
す
。
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
指
導

者
１
人
に
対
し
て
、
10
人
以
下
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

❷
注
意
事
項
の
説
明
／
ロ
ー
プ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
を
説
明
し
ま
す
。

•
命
を
守
る
ロ
ー
プ
を
乱
暴
に
扱
わ
な
い
こ
と
。
傷
つ
け
た
り
こ
す
り
つ
け
た
り
、
よ
り
と
反
対
　
        

向
き
に
ね
じ
っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

•
危
険
な
の
で
、
首
に
巻
い
た
り
、
振
り
回
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

❸
ロ
ー
プ
結
び
説
明
・
体
験
／
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
指
導
し
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
に
も
結
ば
せ
ま

す
。
結
び
方
は
資
料
32
-1
を
参
照
し
、
時
間
の
都
合
に
よ
り
２
～
４
種
類
を
選
ん
で
教
え
ま
す
。

•
実
習
す
る
と
き
、
結
び
つ
け
る
場
所
（
鉄
棒
や
木
な
ど
）
が
あ
れ
ば
便
利
で
す
が
、
教
室
な
ど
で

は
机
や
イ
ス
の
脚
、
ま
た
は
二
人
一
組
と
な
っ
て
お
互
い
の
腕
な
ど
に
結
び
ま
し
ょ
う
。

•
時
間
の
最
後
に
は
、
実
習
の
中
か
ら
問
題
を
出
し
、
一
斉
に
や
っ
て
も
ら
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。

•
時
間
が
あ
れ
ば
、
ひ
と
通
り
指
導
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
リ
レ
ー
形
式
で
競
う
と
盛
り
上
が
り

ま
す
。

3
ま
と
め
（
5
分
）

❶
普
段
か
ら
結
び
方
を
覚
え
て
お
く
こ
と
で
日
常
生
活
に
も
応
用
で
き
、
万
が
一
の
と
き
に
も
使
え

る
の
で
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
ぜ
ひ
お
家
の
人
に
教
え
て
あ
げ
る
よ
う
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

❷
そ
の
他
、
ご
自
身
の
経
験
な
ど
か
ら
ま
と
め
の
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

30

う
ま
く
結
べ
た
ら
、
家
で
も
や
っ
て
み
よ
う

指
導
を
受
け
な
が
ら
、

ロ
ー
プ
結
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ま
ず
は
結
び
方
を
教
わ
ろ
う

い
ろ
い
ろ
な
結
び
方
が
あ
る
ね

技
を
伝
え
る い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
結
び

32

➡
資
料
32
-1
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いろいろなロープ結
む す

び

★本結び★
▶同じ太さのロープをつなぐときに使う結び方です。
▶結び目の引っ張り方を変えると簡単にほどくことがで
きるので、救急隊の三角巾などでも使う結び方です。

▶最後にひもの端をもう一度縛ると、さらにほどけにく
くなります。

★もやい結び★
▶輪を作る結び方。災害現場で自分の身を守る命綱など
に使用される結び方です

▶木などの固定物にロープを結ぶときにも活用できます。
▶最最後にひもの端をもう一度縛ると、さらにほどけに
くくなります。

★巻き結び★
▶ロープを固定するとき、すばやく結べる結び方です。
▶また、物を持ち上げるときにも利用できます。
▶最後にひもの端をもう一度縛ると、さらにほどけにく
くなります。

★プルージック結び★
▶通常太いロープに細いロープを結びつけます。
▶細いロープをゆるめるときは自由に移動し、細いロー
プを張れば、結び目がしまって移動しなくなります。

できあがり

ひと結びを作る。

ロープの輪を
引っぱり、結び目を
反転させる。

できあがり

できあがり

できあがり

［ 配 付 用 ］
資料 32-1

「BOKOMIスクールガイド 防災教育支援ガイドブック」（神戸市、財団法人神戸市防災安全公社、NPO法人プラス・アーツ）に基づき作成

-67-
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3

❶
本
来
、
こ
う
し
た
危
険
を
と
も
な
う
作
業
は
、
災
害
時
の
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
限
り
使
用
す
る
技
術
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

❷
道
具
を
使
っ
て
非
常
に
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
る
の
で
、
安
全
に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

❸
ジ
ャ
ッ
キ
は
硬
い
角
材
や
木
片
、
鉄
板
な
ど
を
は
さ
ん
で
高
さ
を
調
節
し
ま
す
。
持
ち
上
げ
る
も
の
が
壊
れ
や
す
い
も
の
の
場
合
は

ジ
ャ
ッ
キ
の
上
部
に
木
片
、
鉄
板
な
ど
を
は
さ
み
ま
す
。
ま
た
、
持
ち
上
げ
て
で
き
た
空
間
に
角
材
な
ど
を
は
さ
ん
で
倒
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

❶
ジ
ャ
ッ
キ
の
正
し
い
使
用
方
法
の
説
明
と
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
（
角
材
、
板
の
は
さ
み
込
み
な
ど
）
を
お
願
い
し

ま
す
。

❷
救
出
救
助
の
た
め
の
資
機
材
や
、
倒
れ
た
家
の
な
か
か
ら
人
を
救
出
す
る
の
に
役
立
つ
道
具
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
自
分
の
家
の
車
に
ジ
ャ
ッ
キ
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
も
ら
い
、
ジ
ャ
ッ
キ
の
使
い
方
に
つ
い
て
保
護
者
と
考
え
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　
過
去
の
災
害
で
崩
れ
た
家
や
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
と
き
、
家
族
や
地
域
住
民
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
そ
の
際
、
重
い
が
れ
き
な
ど
を
持
ち
上
げ
る
た
め
に
車
の
ジ
ャ
ッ
キ
や
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
も
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
は

限
ら
れ
た
場
所
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
車
の
ジ
ャ
ッ
キ
は
ど
の
車
に
も
積
ま
れ
て
い
る
の
で
、
使
い
方
を
覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

　
ジ
ャ
ッ
キ
が
な
い
場
合
、
鉄
パ
イ
プ
な
ど
を
使
っ
た
「
て
こ
の
原
理
」
に
よ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
「
導
入
」
の
際
、
映
像
34
を
使
っ
て
説
明
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
消
防
職
員
が
指
導
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
映
像
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
」
 

1 
映
像
3 

□
映
像
「
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
」
 

1 
映
像
34
 

□
ジ
ャ
ッ
キ
 

3 
 

 
□
長
机
 

3 
 

□
2ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
重
り
用
）
 

18
 

必
要
に
応
じ
て
準
備
 

□
下
敷
き
に
さ
れ
る
人
形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
 

3 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
板
（
20
～
30
㎝
角
）
 

3 
 

□
角
材
（
太
さ
10
㎝
以
上
、
長
さ
30
cm
～
50
㎝
）
 

6～
12
 

 
□
バ
ー
ル
、
ロ
ー
プ
な
ど
救
出
救
助
に
使
え
る
道
具
 

 
 

□
パ
ソ
コ
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ク
リ
ー
ン
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

 
□
ス
ピ
ー
カ
ー
 

1 
必
要
に
応
じ
て
準
備
 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

注
意
事
項

☞
「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成

ひ
と
工
夫

☞

11
2

時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
車
な
ど
に
積
ん
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
キ
の
使
い
方
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
防
災
倉
庫
な
ど
に
備
え
て
あ
る
資
機
材
（
災
害
時
に
使
え
る
道

具
）
で
救
出
救
助
に
使
え
る
も
の
の
用
途
や
使
い
方
を
学
び
ま
す
。

　
ジ
ャ
ッ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
救
出
救
助
の
た
め
の
道
具
の
用
途
と
正
し
い

使
い
方
を
身
に
つ
け
ま
す
。

屋
外

3
0
分30

！学
習
の
目
標

技
を
伝
え
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
事
前
準
備

❶
車
に
積
ん
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
キ
を
準
備
し
ま
す
。
そ
の
他
、
バ
ー
ル
、
角
材
な
ど
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
る
た

め
に
使
う
道
具
を
準
備
し
ま
す
。

❷
災
害
時
の
が
れ
き
の
様
子
を
再
現
し
、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
に
よ
り
救
出
す
る
訓
練
用
人
形
や
ぬ
い
ぐ

る
み
な
ど
を
セ
ッ
ト
し
ま
す
。
（
が
れ
き
の
再
現
が
難
し
い
場
合
は
、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
が
で
き
る

状
況
を
設
定
し
ま
す
。
）

2
導
入
（
5
分
）

❶
地
震
に
よ
っ
て
倒
れ
た
家
や
、
阪
神
･淡
路
大
震
災
時
の
救
出
活
動
の
様
子
の
映
像
な
ど
（
映
像
3）

を
見
せ
な
が
ら
、
地
震
の
強
い
揺
れ
に
よ
っ
て
耐
震
性
の
低
い
古
い
木
造
住
宅
な
ど
が
倒
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
と
教
え
ま
す
。

❷
倒
れ
た
家
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
を
救
出
す
る
た
め
の
道
具
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
す
。
（
救
出
道
具
例
：
ジ
ャ
ッ
キ
、
バ
ー
ル
、
ロ
ー
プ
、
角
材
な
ど
）

❸
こ
れ
ら
の
道
具
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。

（
ジ
ャ
ッ
キ
の
あ
る
と
こ
ろ
：
防
災
倉
庫
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
自
動
車
工
場
、
車
の
ト
ラ
ン
ク
な

ど
／
そ
の
他
の
道
具
の
あ
る
と
こ
ろ
：
防
災
倉
庫
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
自
動
車
工
場
、
事
業
所

な
ど
）

3
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
2
0
分
）

❶
ジ
ャ
ッ
キ
の
使
い
方
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
教
え
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
キ
は
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
る
こ

と
が
で
き
、
倒
れ
た
家
の
な
か
か
ら
人
を
救
出
す
る
道
具
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
を
解
説
し
ま

す
。
ジ
ャ
ッ
キ
、
「
て
こ
の
原
理
」
を
応
用
し
た
方
法
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
実
演
し
ま
す
。

❷
地
域
の
防
災
倉
庫
に
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
や
道
具
を
確
認
し
、
ジ
ャ
ッ
キ
の
ほ
か
に
救
出
救
助
に

使
え
る
道
具
を
確
認
し
て
み
ま
す
。

3
ま
と
め
（
5
分
）

　
ジ
ャ
ッ
キ
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
感
想
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ジ
ャ
ッ
キ
を
は
じ

め
と
す
る
災
害
時
の
救
出
救
助
に
役
立
つ
工
具
や
道
具
が
ふ
だ
ん
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
道
具
を
常
備
し
て
い
る
事
業
所
を
知
っ
て
お
く
と
、
災
害
時
に
役
立
つ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
た
救
助
訓
練

小
学
校
高
学
年
・

中
学
生
以
上

実
技

車
に
積
ん
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
キ
で
救
助
！

34

➡
映
像
3
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問
題
数
を
多
く
こ
な
す
よ
り
も
、
し
っ
か
り
と
考
え
る
時
間
を
作
り
、
少
な
い
ケ
ー
ス
を
し
っ
か
り
記
憶
さ
せ
る
ほ
う
が
い
ざ
と
い
う
と

き
に
役
立
ち
ま
す
。

　
実
際
の
事
例
（
経
験
が
あ
る
方
が
い
る
場
合
）
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
救
急
ク
イ
ズ
資
料
を
持
ち
帰
り
家
庭
内
で
話
し
て
も
ら
う
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
救
急
と
い
え
ば
、
「
命
に
か
か
わ
る
応
急
手
当
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
す
ぐ
に
は
命
に
関
わ
ら
な
い
ケ
ガ
や
病
気
で
も
最
初
の

対
応
次
第
で
後
で
大
き
く
影
響
し
、
時
に
は
命
の
危
険
を
伴
う
状
況
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
応
急
手
当
と
と
も
に
「
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
」
を
覚
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

❷
大
災
害
の
状
況
下
で
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
平
常
時
の
手
当
以
上
に
重
要
で
す
。
平
常
時
に
は
病
院
に
着
く
ま
で
の
間
や
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
人
を
保
護
す
る
た
め
に
応
急
手
当
を
実
施
し
ま
す
が
、
大
災
害
時
に
は
長
時
間
治
療
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
学
習
し
た
応
急
手
当
の
知
識
が
大
災
害
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
資
機
材
な
ど
を
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

❶
班
分
け
し
て
、
回
答
を
班
ご
と
に
決
め
さ
せ
る
と
皆
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
競
争
形
式
に
な
る
た
め
集
中
力
が
高
ま
り
ま
す
。

❷
実
際
に
包
帯
や
タ
オ
ル
、
ラ
ッ
プ
等
を
準
備
し
て
、
実
演
（
ま
た
は
体
験
）
を
す
る
と
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
資
料
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
ク
イ
ズ
！
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
」
 

人
数
分
 

資
料
35
-1
（
配
付
用
）
 

□
資
料
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
ク
イ
ズ
！
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
」（
解
説
）
 
1 

資
料
35
-2
（
指
導
者
用
）
 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成

11
4

時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
ケ
ガ
や
病
気
の
人
を
発
見
し
た
と
き
に
実
施
す
る
応
急
手
当
と
し
て
正
し
い
方
法
、
間
違
っ
た
方
法
を
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
学
び
ま

す
。

応
急
手
当
に
つ
い
て
の
正
し
い
方
法
を
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。

演
習

屋
内

2
0
分20

！学
習
の
目
標

低 小
学
校
低
学
年

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
導
入
（
5
分
）

❶
ケ
ガ
や
病
気
の
人
を
発
見
し
た
と
き
に
、
近
く
に
い
る
人
が
正
し
い
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
の
重

要
性
を
話
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
「
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
時
、
す
ぐ
に
家
族
や
大
人
に
知
ら
せ
ま
す
が
、
も
し
外
で
ケ
ガ
な
ど
を

し
た
時
、
自
分
で
間
違
っ
た
手
当
を
す
る
と
、
よ
け
い
に
具
合
（
症
状
）
が
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
か
ら
救
急
の
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
」

❷
資
料
35
-1
を
配
付
し
ま
す
。
指
導
者
が
問
題
を
読
み
な
が
ら
該
当
す
る
箇
所
に
○
を
付
け
て
回
答

し
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

❸
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
回
答
を
考
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

2
ク
イ
ズ
実
施
（
1
0
分
）

❶
各
問
題
に
つ
い
て
指
導
者
が
読
み
上
げ
な
が
ら
、
資
料
35
-1
の
該
当
箇
所
に
○
を
付
け
て
も
ら
い

ま
す
。

❷
記
憶
が
新
し
い
う
ち
に
正
解
が
聞
け
る
よ
う
に
、
1問
ず
つ
答
え
あ
わ
せ
を
行
い
ま
す
。
問
題
の
解

説
は
資
料
35
-2
（
指
導
者
用
）
を
読
み
上
げ
ま
す
。

3
ま
と
め
（
5
分
）

❶
資
料
35
-2
（
指
導
者
用
）
の
一
番
下
に
あ
る
「
総
括
」
を
読
み
上
げ
ま
す
。

❷
再
度
、
応
急
手
当
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
実
際
に
ケ
ガ
や
病
気
の
人
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
近
く
の
大
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

❸
帰
っ
た
ら
家
の
人
に
も
教
え
て
あ
げ
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

（
資
料
35
-2
（
指
導
者
用
）
を
配
付
し
て
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
）

正
し
い
応
急
手
当
が
命
を
救
う

こ
と
も
あ
り
ま
す

皆
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
楽
し
く
実
施

し
ま
し
ょ
う

救
急
ク
イ
ズ
  こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

35

➡
資
料
35
-1

➡
資
料
35
-2

➡
資
料
35
-1・
3
5
-2

知
識
を
伝
え
る
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232

きゅうきゅうクイズ！こんなときどうする？

問
と い

１．お友
と も

だちのたろう君
く ん

がころんでしまって血
ち

がでています。こんなときどうする？

1. 手
て

でおさえてあ
げる

2. 手
て

でさすってあ
げる

３. タオルでおさ
えてあげる

（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）

問
と い

２．お友
と も

だちのはな子
こ

さんもケガをしてしまいました。この中
な か

で役
や く

に立
た

ちそうなものをえらんでね。

1．ラップ 2．ティッシュ 3．しんぶんし

（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）

問
と い

３．ナナちゃんがはな血
ぢ

を出
だ

してないています。こんなときどうする？

1．はなをかむ 2．上
う え

をむく 3．下
し た

むきにおさ
える

（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）

問
と い

４．ユキちゃんがストーブでやけどをしました！こんなときどうする？

1．くすりをぬる 2．水
み ず

でひやす 3．氷
こおり

でひやす

（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）

問
と い

５．ジロウ君
く ん

があそんでいてボールが足
あ し

にあたっていたがっています。こんなときどうする？

1．カイロであたた
める 2．ひやす　 3．足

あ し

をまげのば
しする

（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）（ 　 　 　 　 　 　 ）

（　）のなかに、◯×△でこたえを書
か

こう。

［配付用］
資
し

料
りょう

35-1

「BOKOMIスクールガイド 防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

支
し

援
えん

ガイドブック」（神
こう

戸
べ

市
し

、財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

神
こう

戸
べ

市
し

防
ぼう

災
さい

安
あん

全
ぜん

公
こう

社
しゃ

、NPO法
ほう

人
じん

プラス・アーツ）に基
もと

づき作
さく

成
せい

-70-



233

「救急クイズ！ こんな時どうする？」解説

問１ 解説［正解：３］

出血したときは、傷口の上を直接押さえて血をとめます。感染などの危険性があるので、そのまま直接他人の傷
口に触れてはいけません。できるだけ清潔なタオルなどで傷口をしっかり押さえるというのが正解です。ビニー
ル袋があれば手をつっこんでそのまま傷口を押さえます。そうすれば血を触らずに血を止めることができます。
また、むやみにさすったり動かしたりすると出血がひどくなる場合もあるので、気をつけないといけません。

問３ 解説［正解：３］

鼻血の場合には、鼻をかんだりするとよけいに出血をさせることがあります。上を向くと血が食道のほうに流れ
て飲み込んで吐いたりすることがありますので、下を向き、鼻の付け根付近を軽く指で押さえて出血が止まるの
を待ちます。鼻にガーゼを無理に入れると出血させることがあります。

問４ 解説［正解：2］

やけどでは冷やすことが基本となります。流したままの水道水で10～15分ほど患部を冷やします。胴体のやけど
のときは、全身を冷やしすぎることになるので注意が必要です。また、氷やアイスパックなどで冷やしすぎると
逆にやけどしたところが悪くなることがあるのでやめましょう。きず薬は、かえって治りが悪くなることがある
ので塗らないようにします。

問５ 解説［正解：2］

打撲も基本は安静にして冷やすことです。足を曲げのばしするように動かすと痛みがひどくなったり腫れたりす
るのでやめましょう。頭部の打撲の場合には、重大な危険が潜んでいる場合もありますので、吐き気があった
り、吐いたりしたときなどはすぐに病院で受診しましょう。

総　括

ここでは基本な事柄について解説しましたが、いずれの場合も子どもたちだけで解決するのではなく、ケガなど
をした場合は学校の先生や大人に知らせるようにしましょう。各小学校には保健室があるので、校内でケガなど
をした場合の利用についても考えましょう。

問２ 解説［正解：１］

災害時など身のまわりにガーゼがないときには、あるものを活用して血をとめなければなりません。ラップ等を
傷口にしっかり巻くと止血効果があり、ばい菌も傷口に入りにくくなります。実際に巻いて体験してみましょ
う。ラップがなければ、ティッシュを何枚か重ねて使ってもよいでしょう（血液が乾いて、はがすときに再度出
血することがありますので、答えは△とします）。

［指導者用］
資料 35-2

「BOKOMIスクールガイド 防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

支
し

援
えん

ガイドブック」（神
こう

戸
べ

市
し

、財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

神
こう

戸
べ

市
し

防
ぼう

災
さい

安
あん

全
ぜん

公
こう

社
しゃ

、NPO法
ほう

人
じん

プラス・アーツ）に基
もと

づき作
さく

成
せい

-71-
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7

　
身
の
ま
わ
り
の
も
の
が
担
架
と
し
て
活
用
で
き
る
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
工
夫
す
れ
ば
こ
れ
ら
も
役
に
立
つ
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
（
竹
竿
の
代
わ
り
に
モ
ッ
プ
の
柄
や
竹
ぼ
う
き
な
ど
を
使
う
、
畳
が
担
架
に
な
る
こ
と
な
ど
。
）

　
応
急
手
当
指
導
員
・
普
及
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
指
導
や
実
技
指
導
補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
学
習
し
た
担
架
の
作
り
方
や
、
担
架
の
代
わ
り
に
使
用
で
き
る
も
の
が
家
に
な
い
か
、
保
護
者
と
考
え
て
み
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。

❶
担
架
に
乗
せ
る
人
や
人
形
な
ど
が
軽
す
ぎ
る
と
毛
布
の
摩
擦
力
が
弱
く
、
滑
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❷
ケ
ガ
の
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が
、
頭
が
少
し
高
く
な
る
状
態
を
保
ち
な
が
ら
運
ぶ
の
が
基
本
で
す
。

❸
「
イ
チ
・
ニ
、
イ
チ
・
ニ
」
と
か
け
声
を
か
け
、
ケ
ガ
人
や
急
病
人
へ
の
振
動
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
気
を
つ
か
っ
て
運
び
ま
す
。

❶
竹
馬
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
代
わ
り
に
使
え
そ
う
な
も
の
を
皆
で
話
し
合
う
と
、
工
夫
次
第
で
役
立
つ
も
の
が
あ

る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

❷
毛
布
だ
け
で
も
実
施
可
能
で
す
。
（
端
を
丸
め
て
担
架
に
な
り
ま
す
。
）

❶
ケ
ガ
人
や
急
病
人
役
の
落
下
等
に
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
運
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
せ
ず
に
、
少
し
持
ち
上
げ
る
程
度
に

留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

❷
担
架
を
持
ち
上
げ
る
と
き
に
は
、
腰
な
ど
を
痛
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
無
理
を
せ
ず
正
し
い
姿
勢
（
背
筋
を
伸
ば
し
た
ま
ま
、
足
の
筋

力
で
立
ち
上
が
る
）
で
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
重
た
か
っ
た
で
す
。

•
担
架
が
あ
ん
な
に
簡
単
に
作
れ
る
な
ん
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

•
20
0k
gの
人
だ
っ
た
ら
ず
り
落
ち
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

•
震
災
で
ケ
ガ
し
た
人
を
運
べ
る
訓
練
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

•
こ
れ
で
人
を
助
け
ら
れ
る
か
ら
う
れ
し
い
で
す
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
資
料
「
応
急
担
架
の
作
り
方
」
 

人
数
分
 

資
料
36
-1
（
配
付
用
）
 

 
□
毛
布
 

4～
5人
に
1枚
程
度
 

 
 

□
竹
竿
な
ど
の
棒
 

毛
布
1枚
に
つ
き
2本
 

モ
ッ
プ
の
柄
、
竹
ぼ
う
き
な
ど
で
も
よ
い

□
訓
練
用
人
形
 

必
要
に
応
じ
て
 

事
前
に
消
防
署
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
　

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

子
ど
も
た
ち
の
声

☞

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成

11
6

時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
竹
竿
や
物
干
し
竿
な
ど
の
棒
、
毛
布
な
ど
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
も
の
で
応
急
的
に
担
架
を
作
成
す
る
体
験
を
し
ま
す
。

　
工
夫
を
凝
ら
せ
ば
毛
布
な
ど
の
身
近
な
も
の
が
役
立
つ
こ
と
、
助
け
合
い

や
協
力
の
重
要
性
を
学
び
ま
す
。

実
技

屋
内
・
屋
外

両
方
可

2
0
分20

！学
習
の
目
標

小
学
校
高
学
年
・

中
学
生
以
上

技
を
伝
え
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
導
入
（
5
分
）

　
過
去
の
災
害
で
大
き
な
被
害
が
出
た
と
き
、
ケ
ガ
人
や
急
病
人
を
運
ぶ
担
架
が
不
足
気
味
で
、
畳

や
布
団
、
毛
布
、
戸
板
な
ど
身
近
に
あ
る
も
の
を
利
用
し
て
運
び
ま
し
た
。
今
日
は
、
身
近
に
あ
る

も
の
で
担
架
を
作
っ
て
、
実
際
に
運
ん
で
み
る
体
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
話
し
ま
す
。

2
担
架
の
作
成
と
搬
送
体
験
（
1
0
分
）

❶
担
架
の
作
成
方
法
の
説
明
／
資
料
36
-1
を
使
っ
て
「
応
急
担
架
の
作
り
方
」
を
説
明
し
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ク
ラ
ス
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
（
1グ
ル
ー
プ
5名
程
度
）
、
班
の
数
だ
け
毛
布
と
竹
竿
（
モ
ッ

プ
の
柄
、
竹
ぼ
う
き
な
ど
で
も
よ
い
）
を
準
備
し
ま
す
。
担
架
を
運
ぶ
と
き
は
グ
ル
ー
プ
で
協
力
す

る
よ
う
に
し
ま
す
。

❷
担
架
作
成
／
毛
布
担
架
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。
資
料
36
-1
「
応
急
担
架
の
作
り
方
」
の
図
を
参

考
に
、
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
な
が
ら
実
際
に
担
架
を
作
っ
て
実
演
し
ま
す
。

❸
搬
送
体
験
／
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
一
人
が
ケ
ガ
人
や
急
病
人
役
に
な
っ
て
担
架
に
乗
り
、
残
っ
た
人

が
担
架
を
運
び
ま
す
。
運
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

•
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、
担
架
を
持
ち
上
げ
る
だ
け
に
す
る
か
、
運
ぶ
距
離
は
短
め
に
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
対
策
と
し
て
ケ
ガ
人
や
急
病
人
役
を
訓
練
用
人
形
に
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
運
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
▶

•
み
ん
な
で
運
ぶ
と
き
は
足
側
か
ら
！
　
運
ば
れ
る
ケ
ガ
人
や
急
病
人
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ま
た
顔
を
見
て
状
態
の
変
化
に
気
づ
き
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
。

•
ゆ
っ
く
り
持
ち
上
げ
て
ゆ
っ
く
り
降
ろ
す
！
　
特
に
降
ろ
す
と
き
に
は
、
地
面
の
状
態
を
確
認
し
、

衝
撃
が
な
い
よ
う
ゆ
っ
く
り
と
。

•
上
げ
降
ろ
し
に
は
声
を
か
け
て
一
斉
に
！
　
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
、
一
斉
に
上
げ
降
ろ
す
。
バ
ラ
バ

ラ
だ
と
ケ
ガ
人
や
急
病
人
が
斜
め
に
な
り
落
下
の
危
険
が
あ
る
。

•
持
ち
上
げ
る
姿
勢
に
注
意
！
　
重
た
い
も
の
を
持
ち
上
げ
る
と
き
は
、
腰
を
痛
め
や
す
い
の
で
背
筋

を
伸
ば
し
て
持
ち
上
げ
る
。

3
感
想
・
振
り
返
り
（
5
分
）

❶
実
際
に
運
ん
で
み
た
、
乗
っ
て
み
た
感
想
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
今
回
の
毛
布
と
竹
竿
以
外
に
も
、

身
近
な
も
の
が
防
災
に
役
立
つ
こ
と
（
例
え
ば
ラ
ッ
プ
は
、
止
血
や
体
に
巻
い
て
保
温
す
る
の
に

使
え
る
）
を
教
え
ま
す
。

❷
そ
の
他
、
指
導
者
の
経
験
な
ど
か
ら
ま
と
め
の
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

震
災
時
の
例
を
も
と
に
、
学
習
内
容
を
説
明

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
協
力
し
て

担
架
を
作
り
ま
す

息
を
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
運
び
ま
す

搬
送
さ
れ
た
と
き
の
気
持
ち
も

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

毛
布
で
応
急
担
架
を
つ
く
ろ
う
！

36

➡
資
料
36
-1

-72-
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応急担架の作り方

動けない人を運ぶときは、衣類や毛布を使って応急担架を作ります。

❷上着を使う
　図のように、２本の棒に上着（5着以上）を通します。

❶毛布を使う
　毛布の１／３のところに棒を置いて、毛布をおり返して作ります。

❸毛布のはしを丸める
　毛布のはしを丸めて、持ちやすくしておきます。

　十分余裕を
　とる

　はしを丸めて
　持ちやすくする

［配付用］
資料 36-1

「BOKOMIスクールガイド 防災教育支援ガイドブック」（神戸市、財団法人神戸市防災安全公社、NPO法人プラス・アーツ）に基づき作成

-73-



12
3

　
止
血
法
は
、
①
出
血
を
止
め
る
、
②
細
菌
の
侵
入
を
防
ぐ
、
と
い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
応
急
手
当
指
導
員
・
普
及
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
習
し
た
子
ど
も
に
は
、
家
に
帰
っ
た
ら
保
護
者
に
も
ぜ
ひ
学
ん
だ
こ
と
を
話
し
て
ほ
し
い
と
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。

❶
今
回
の
応
急
手
当
は
ケ
ガ
を
治
療
す
る
行
為
で
は
な
く
、
ケ
ガ
人
を
医
師
等
に
引
き
渡
す
ま
で
の
間
に
苦
痛
を
軽
減
し
、
症
状
を
悪
化
さ

せ
な
い
た
め
の
一
時
的
な
も
の
で
す
。
医
師
な
ど
専
門
家
に
よ
る
治
療
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
応
急
手
当
の
実
習
を
し
て
も
、
し
ば
ら
く
時
間
が
た
つ
と
そ
の
方
法
を
忘
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
実
習
は
一
回
受
け
た
ら
終
わ
り
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。
な
お
、
病
院
や
消
防
本
部
・
消
防
署
の
多
く
で
は
、
応
急
手
当
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
で
備
え
て
お
く
救
急
箱
の
中
身
に
つ
い
て
も
、
こ
の
際
に
考
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
資
料
「
応
急
手
当
［
ケ
ガ
の
応
急
手
当
］
」
 

人
数
分
 

資
料
39
-1
（
配
付
用
）
 

□
ガ
ー
ゼ
、
タ
オ
ル
 

必
要
数
 

 
 

□
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
 

必
要
数
 

 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

12
2

時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
災
害
時
や
日
常
生
活
に
お
い
て
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

止
血
法
に
よ
る
応
急
手
当
の
方
法
に
つ
い
て
実
習
し
ま
す
。

屋
内

4
0
分40

！学
習
の
目
標

小
学
校
高
学
年
・

中
学
生
以
上

技
を
伝
え
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
導
入
（
5
分
）

　
災
害
時
ば
か
り
で
な
く
日
常
生
活
で
も
、
応
急
手
当
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
け
ば
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
役
立
つ
こ
と
を
話
し
ま
す
。
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
か
ら
だ
を
動
か
し
て

や
っ
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

2
止
血
法
の
実
習
（
3
5
分
）

　
消
防
職
団
員
や
応
急
手
当
指
導
員
・
普
及
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
と
と
も
に
進
め
て
い
く

も
の
と
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
資
料
39
-1
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
止
血
法
」
に
つ
い
て
▶

　
切
り
傷
な
ど
の
出
血
を
止
め
る
た
め
の
応
急
手
当
と
し
て
、
傷
口
を
直
接
手
で
押
さ
え
て
止

血
す
る
「
直
接
圧
迫
止
血
法
」
に
つ
い
て
実
習
し
ま
す
。

正
し
い
止
血
法
を
習
得
し
ま
し
ょ
う

傷
口
を
直
接
手
で
押
さ
え
て
血
を
止
め
ま
す

（
直
接
圧
迫
止
血
法
）

止
血
法
の

実
施
風
景
写
真

実
技

出
血
の
手
当
て
は
、
❶
出
血
を
止
め
る

（
止
血
）
、
❷
細
菌
の
侵
入
を
防
ぐ
、

と
い
う
２
つ
の
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。

出
血
の
と
き
の
止
血

応
急
手
当

❶
出
血
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
完
全
に
お
お
え
る
大
き
さ
の
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
布

で
や
や
強
く
押
さ
え
、
止
血
す
る
。

❷
患
部
を
清
潔
に
保
ち
、
包
帯
な
ど
を
巻
く
。

❸
じ
か
に
血
液
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
・
ゴ
ム
手
袋
を
利
用
す
る

（
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
な
ど
で
も
よ
い
）
。

大
切
な
人
を
救
い
た
い
…
応
急
手
当
の
実
習
 ❷
止
血
法

39

➡
資
料
39
-1

-74-
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傷の手当ては、❶出血を止める
（止血）、❷細菌の侵入を防ぐ、
という2つのことを意識しながら行
おう。

［骨折の見方］
　•はげしい痛み
　•はれたり変形している
　•冷や汗がでたり、寒気がする
　•傷口から骨の端がでている

［腕の骨折］
❶骨折しているところに雑誌な
どをあて、その上下を固定す
る。

❷大きめのタオルでつったあ
と、さらに胸部に固定する。

［足の骨折］
❶骨折しているところの両側か
ら、雑誌などをあてる。

❷関節が動かないよう、❶～❹
の順番に固定する。

棒や板、かさ、ステッキ、ダン
ボール、新聞紙（かたく折りま
げる）などでも代用することが
できます。

出血のときの止血

骨折

応急手当［ケガの応急手当］

応急手当

応急手当

❶出血しているところを完全におお
える大きさの清潔なガーゼや布で
やや強く押さえ、止血する。

❶患部を清潔に保ち、包帯などを巻
く。

❸じかに血液にふれないように、
ビニール・ゴム手袋を利用する
（スーパーの袋などでもよい）。

❶出血している場合は、その手当を
する。

❷雑誌などをあて、痛くない位置で
固定する。雑誌などは骨折部分の
上下の関節より長くする。

❸骨がつき出ているときは、その上
に清潔なガーゼか布をあて、シー
ツなどでくるむ。

大きめの
タオル

当て物

［ 配 付 用 ］
資料 39-1

-75-
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新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
杖
、
傘
、
毛
布
、
座
布
団
等
、
身
近
な
も
の
を
い
ろ
い
ろ
と
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
学
び
ま
す
。

　
応
急
手
当
指
導
員
・
普
及
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
習
し
た
子
ど
も
に
は
、
家
に
帰
っ
た
ら
保
護
者
に
も
ぜ
ひ
学
ん
だ
こ
と
を
話
し
て
ほ
し
い
と
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。

❶
今
回
の
応
急
手
当
は
ケ
ガ
を
治
療
す
る
行
為
で
は
な
く
、
ケ
ガ
人
や
急
病
人
を
医
師
等
に
引
き
渡
す
ま
で
の
間
に
苦
痛
を
軽
減
し
、
症
状

を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
の
一
時
的
な
も
の
で
す
。
医
師
な
ど
専
門
家
に
よ
る
治
療
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
応
急
手
当
の
実
習
を
し
て
も
、
し
ば
ら
く
時
間
が
た
つ
と
そ
の
方
法
を
忘
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
実
習
は
一
回
受
け
た
ら
終
わ
り
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。
な
お
、
病
院
や
消
防
本
部
・
消
防
署
の
多
く
で
は
、
応
急
・
救
命
手
当

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
で
備
え
て
お
く
救
急
箱
の
中
身
に
つ
い
て
も
こ
の
際
に
考
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

ひ
と
工
夫

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
資
料
「
応
急
手
当
［
ケ
ガ
の
応
急
手
当
］
」
 

人
数
分
 

資
料
39
-1
（
配
付
用
）
 

□
雑
誌
な
ど
 

必
要
数
 

そ
の
他
、
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
杖
、
 

 
 

傘
、
毛
布
、
座
布
団
等
で
も
可
 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

12
4

時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
災
害
時
や
日
常
生
活
に
お
い
て
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

骨
折
し
た
と
き
の
正
し
い
応
急
手
当
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

屋
内

4
0
分40

！学
習
の
目
標

小
学
校
高
学
年
・

中
学
生
以
上

技
を
伝
え
る

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
導
入
（
5
分
）

　
災
害
時
ば
か
り
で
な
く
日
常
生
活
で
も
、
応
急
手
当
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
け
ば
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
役
立
つ
こ
と
を
話
し
ま
す
。
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
か
ら
だ
を
動
か
し
て

や
っ
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

2
実
習
（
3
5
分
）

　
消
防
団
職
員
や
応
急
手
当
指
導
員
・
普
及
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
と
と
も
に
進
め
て
い
く

も
の
と
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
資
料
39
-1
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
打
撲
、
捻
挫
、
骨
折
し
た
と
き
な
ど
に
添
え
木
と
し
て
用
い
る
固
定
法
（
副
子
固
定
法
）
を
実

習
し
ま
す
。

雑
誌
な
ど
を
折
り
曲
げ
て
添
え
木
と
し
ま
す

大
き
め
の
タ
オ
ル
な
ど
で
固
定
し
ま
す

実
技

［
腕
の
骨
折
］

❶
骨
折
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
雑
誌
な
ど

を
当
て
、
そ
の
上
下
を
固
定
す
る
。

❷
大
き
め
の
タ
オ
ル
で
つ
っ
た
後
、
さ

ら
に
胸
部
に
固
定
す
る
。

骨
 折

［
足
の
骨
折
］

❶
骨
折
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
両
側
か

ら
、
雑
誌
な
ど
を
当
て
る
。

❷
関
節
が
動
か
な
い
よ
う
、
❶
～
❹
の

順
番
に
固
定
す
る
。

大
き
め
の

タ
オ
ル

当
て
物

❶
出
血
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
手
当
を
す
る
。

❷
雑
誌
な
ど
を
当
て
、
痛
く
な
い
位
置
で
固
定
す
る
。
雑
誌
な
ど
は
骨
折
部
分
の

上
下
の
関
節
よ
り
長
く
す
る
。

❸
骨
が
突
き
出
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
上
に
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
か
布
を
当
て
、

シ
ー
ツ
な
ど
で
く
る
む
。

応
急
手
当

大
切
な
人
を
救
い
た
い
…
応
急
手
当
の
実
習
 ❸
雑
誌
で
固
定

40

➡
資
料
39
-1

-76-
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子
ど
も
た
ち
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
な
い
程
度
で
、
状
況
に
応
じ
た
制
限
を
設
定
し
、
協
力
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
リ
ヤ
カ
ー
、
バ
ケ
ツ
な
ど
の
資
機
材
の
準
備
や
プ
ー
ル
な
ど
か
ら
の
汲
み
上
げ
時
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
体
験
し
た
こ
と
を
保
護
者
の
方
に
話
し
て
も
ら
う
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害
に
よ
っ
て
断
水
に
な
っ
た
場
合
、
自
宅
の
ト
イ
レ
を

ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
実
際
の
災
害
時
に
は
、
も
と
も
と
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
を
必
ず
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
に
は
避
難
所

の
機
能
と
し
て
、
組
み
立
て
式
の
簡
易
ト
イ
レ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
他
の
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
と
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
防
災
体
験
を
し
て
い
る
実
感
が
わ
く
で
し
ょ
う
。

　
プ
ー
ル
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
で
水
を
運
ぶ
と
き
な
ど
は
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
必
ず
大
人
と
一
緒
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
資
料
「
ト
イ
レ
用
水
確
保
の
実
施
例
」
 

人
数
分
 

資
料
41
-1
（
指
導
者
用
）
 

□
リ
ヤ
カ
ー
 

必
要
数
 

 
 

□
大
型
ポ
リ
バ
ケ
ツ
 

必
要
数
 

 
□
バ
ケ
ツ
 

必
要
数
 

 
 

□
ロ
ー
プ
（
輸
送
時
固
定
用
）
 

必
要
数
 

 
□
サ
ル
ベ
ー
ジ
シ
ー
ト
 

必
要
数
 

 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成

12
6

技
を
伝
え
る

時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
ト
イ
レ
の
水
洗
機
能
を
使
用
せ
ず
、
プ
ー
ル
や
決
め
ら
れ
た
水
道
か
ら
汲
ん
だ
水
の
み
を
使
用
し
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
水
の
確
保
の

困
難
さ
を
体
験
し
ま
す
。

　
ト
イ
レ
用
水
の
確
保
を
自
分
た
ち
で
行
い
、
避
難
所
生
活
の
不
便
さ
、
水

の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

実
技

屋
内
・
屋
外

両
方
可

6
0
分

！学
習
の
目
標

小
学
校
高
学
年
、

中
学
生
以
上

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
事
前
準
備

❶
資
料
41
-1
「
ト
イ
レ
用
水
確
保
の
実
施
例
」
に
基
づ
き
事
前
計
画
を
立
て
、
準
備
品
を
手
配
し
ま

す
。

❷
ト
イ
レ
の
水
道
栓
を
閉
め
、
ト
イ
レ
の
前
に
は
こ
の
体
験
学
習
の
趣
旨
を
書
い
た
注
意
書
き
を
貼

り
ま
す
。
（
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
学
校
を
挙
げ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

❸
通
常
ど
お
り
に
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
も
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2
導
入
（
1
0
分
）

　
今
日
の
体
験
学
習
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
す
。
災
害
時
の
避
難
所
生
活
と
同
じ
よ
う
に
、
ト
イ
レ
の

水
を
出
な
い
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と
、
ト
イ
レ
の
水
は
自
分
た
ち
で
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

ま
す
。

　
＜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
は
ど
う
だ
っ
た
か
＞

　
❶
避
難
所
等
で
ト
イ
レ
の
問
題
が
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　
❷
 下
水
道
が
破
損
し
流
れ
な
く
な
っ
た
避
難
所
で
は
、
た
ま
る
と
汲
み
取
る
と
い
う
手
段
で
対
応

し
ま
し
た
。
ま
た
、
穴
を
掘
っ
た
り
側
溝
を
利
用
す
る
な
ど
工
夫
し
て
、
ト
イ
レ
問
題
を
乗
り

切
り
ま
し
た
。

　
❸
ト
イ
レ
を
流
す
水
は
プ
ー
ル
の
水
な
ど
を
使
い
、
飲
料
水
を
最
優
先
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
参
考
：
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
ト
イ
レ
の
惨
状
☞

　
　
　
『
当
然
、
水
洗
ト
イ
レ
の
水
は
出
な
い
。
ほ
ん
の
先
程
ま
で
出
て
い
た
水
も
止
ま
っ
た
。
完
全
に
水
が
止
ま
っ

　
　
　
た
。
あ
ち
こ
ち
の
ト
イ
レ
便
器
は
瞬
く
間
に
糞
便
の
山
。
い
わ
ゆ
る
「
糞
便
の
て
ん
こ
盛
り
」
状
態
に
な
っ
　

　
　
　
た
。
拭
い
た
紙
ク
ズ
や
持
ち
込
ん
だ
ゴ
ミ
類
が
散
乱
か
ら
堆
積
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
。
両
足
を
置
く
ス
ペ
ー

　
　
　
ス
も
な
い
ほ
ど
に
溜
ま
っ
た
。
「
何
だ
。
こ
の
便
器
。
糞
の
山
や
で
！
」
「
と
も
か
く
、
こ
こ
で
す
る
し
か
　

　
　
　
な
い
の
や
！
」
』
（
「
ト
イ
レ
が
大
変
！
」
山
下
　
亨
　
編
著
　
近
代
消
防
社
刊
か
ら
引
用
）
 

＜
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
水
の
量
＞

　
１
回
の
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
水
の
量
は
10
リ
ッ
ト
ル
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
1日
の
使
用

量
と
し
て
は
、
10
リ
ッ
ト
ル
×
5～
6回
（
回
数
）
≒
50
～
60
リ
ッ
ト
ル
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1人
当
た
り
の
1日
の
水
道
使
用
量
が
約
22
0リ
ッ
ト
ル
と
い
う
統
計
も
あ
り
ま
す
が
（
平
成

16
年
度
仙
台
市
水
道
局
調
べ
）
、
1日
に
使
う
水
の
約
1/
4を
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

3
体
験
学
習
の
実
施
（
5
0
分
）

　
資
料
41
-1
「
ト
イ
レ
用
水
確
保
の
実
施
例
」
に
基
づ
き
、
ト
イ
レ
用
水
の
使
用
・
補
充
方
法
を
説

明
し
ま
す
。
安
全
管
理
等
、
注
意
事
項
に
つ
い
て
も
適
宜
説
明
し
ま
す
。

プ
ー
ル
か
ら
水
を
汲
み
あ
げ
る

大
型
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て

リ
ヤ
カ
ー
で
運
ぶ

ト
イ
レ
の
近
く
な
ど
、
適
切
な
場
所
に

ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
設
置60

考
え
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？
 災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題

41

➡
資
料
41
-1

➡
資
料
41
-1
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完
成
し
た
食
器
を
実
際
に
使
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
に
炊
き
出
し
な
ど
の
実
施
を
お
願
い
で
き
れ
ば
、
よ
り
実
際
的

で
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

　
新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
食
器
が
作
れ
る
こ
と
を
、
家
に
帰
っ
て
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
み
る
よ
う
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

　
震
災
時
、
水
道
や
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
で
発
生
し
た
被
害
は
、
も
ち
ろ
ん
食
器
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
食
器
が
あ
っ
て
も
食
べ
物
が
な
い
と
い
う
状
態
が
数
日
間
続
い
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
低
限
の
食
料
（
３
日
分
）

は
非
常
用
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

❶
他
の
メ
ニ
ュ
ー
と
合
わ
せ
て
、
「
サ
バ
イ
バ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
実
施
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

❷
作
成
し
た
紙
食
器
で
給
食
を
食
べ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ラ
ッ
プ
を
２
枚
以
上
つ
な
げ
て
使
う
と
、
つ
な
ぎ
目
か
ら
水
漏
れ
し
や
す
い
の
で
、
で
き
れ
ば
１
枚
の
ラ
ッ
プ
か
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
っ
て

作
り
ま
し
ょ
う
。

　
炊
き
出
し
訓
練
の
食
材
や
給
食
を
紙
食
器
で
食
べ
る
場
合
に
は
、
紙
食
器
の
性
質
上
不
安
定
で
す
の
で
、
こ
ぼ
し
た
り
、
や
け
ど
を
す
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
熱
く
な
い
食
材
の
み
に
限
定
し
た
り
、
熱
い
も
の
を
入
れ
る
場
合
に
は
紙
を
二
重
や
三
重
に
す
る
な
ど
、
や
け
ど
等
に

は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ラ
ッ
プ
を
取
り
替
え
る
、
汚
い
新
聞
紙
を
使
わ
な
い
な
ど
、
衛
生
面
で
の
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

す
。

自
主
防
災
組
織
の
関
わ
り
方

☞

注
意
事
項

☞

ひ
と
工
夫

☞

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
＋
α
の
知
識

☞

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

☞

□
資
料
「
紙
食
器
の
作
り
方
」
 

人
数
分
 

資
料
44
-1
（
配
付
用
）
 

 
□
新
聞
紙
 

食
器
１
つ
に
つ
き
１
枚
 

 
□
ラ
ッ
プ
 

６
本
 

 
□
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
小
皿
が
入
る
程
度
の
も
の
）
 

 
 

準
備
す
る
も
の
（
目
安
）

☞
準
備
品

数
備
考

「
BO
KO
M
Iス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
 防
災
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
神
戸
市
、
財
団
法
人
神
戸
市
防
災
安
全
公
社
、
N
PO
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
）
に
基
づ
き
作
成

13
2

時 間 軸

実
 施
 内
 容

　
災
害
時
に
は
食
器
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
水
道
が
止
ま
っ
て
洗
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
割
れ
ず
に
、
洗
わ
な
く
て
も
よ
い
食

器
と
し
て
、
新
聞
紙
を
折
り
紙
の
よ
う
に
コ
ッ
プ
型
や
ボ
ッ
ク
ス
型
に
折
っ
て
そ
の
上
に
ラ
ッ
プ
を
か
け
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

　
一
枚
の
新
聞
紙
を
四
つ
折
り
に
し
て
か
ら
折
り
始
め
る
と
、
ち
ょ
う
ど
良
い
厚
さ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
新
聞
紙
と

ラ
ッ
プ
（
ビ
ニ
ー
ル
袋
）
で
食
器
を
作
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
ず
、
様
々
な
困
難
を
創
意
工
夫
で
乗

り
越
え
る
力
を
養
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
資
料
を
配
付
せ
ず
に
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
考
え
て
作
っ
て
み
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
新
聞
紙
の
よ
う
な
身
の
ま
わ
り
の
も
の
を
役
立
て
る
、
臨
機
応
変
な
創
造

力
を
養
い
ま
す
。

対
象
人
数
★
5
～
４
0
人
（
１
グ
ル
ー
プ
5
～
6
人
）

1
導
入
（
5
分
）

❶
災
害
時
の
状
況
説
明
／
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
水
道
が
止
ま
り
復
旧
ま
で
長
く
て
３
か
月
か
か
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
水
道
の
な
い
不
便
な
生
活
（
給
水
車
に
よ
る
給
水
、
ト
イ
レ
用
水
の
確
保
の
苦

労
、
川
で
洗
た
く
な
ど
）
が
続
い
た
こ
と
を
話
し
ま
す
。

❷
災
害
時
の
食
器
の
苦
労
説
明
／
災
害
時
、
食
器
は
割
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
水
で
洗
え
な
く
な
っ
た
り

し
て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ラ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
新
聞
紙
で
食
器
の
代
わ
り
に
な
る
も
の
を

作
っ
た
こ
と
を
教
え
ま
す
。
ま
た
、
今
か
ら
行
う
実
習
で
こ
れ
ら
を
作
る
技
を
学
ぶ
こ
と
を
説
明
し
ま

す
。

2
紙
食
器
づ
く
り
（
1
0
分
）

（
資
料
44
-1
を
配
付
し
て
く
だ
さ
い
。
）

❶
紙
食
器
の
作
り
方
説
明
／
新
聞
紙
を
使
っ
た
食
器
の
作
り
方
、
ラ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
活
用

方
法
な
ど
を
実
際
に
作
り
な
が
ら
教
え
ま
す
。
（
実
際
に
使
用
す
る
時
に
は
、
上
に
ビ
ニ
ー
ル
を
被

せ
て
使
用
し
ま
す
。
）

❷
紙
食
器
を
使
用
／
給
食
の
時
間
な
ど
に
、
実
際
に
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
パ
ン
や
お
か
ず
を
入
れ

て
使
い
ま
す
。
熱
い
も
の
で
な
け
れ
ば
汁
物
で
も
使
用
で
き
ま
す
が
、
し
っ
か
り
作
れ
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。
食
器
だ
け
で
な
く
、
木
片
を
使
っ
た
お
箸
や
ス
プ
ー
ン
作
り

を
体
験
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

3
ま
と
め
（
5
分
）

❶
実
際
に
紙
食
器
を
使
っ
た
場
合
、
感
想
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

❷
災
害
時
に
は
こ
の
よ
う
な
紙
食
器
の
ほ
か
、
普
通
の
食
器
に
ラ
ッ
プ
を
被
せ
て
使
い
、
食
器
を
洗
わ

ず
に
済
む
よ
う
な
工
夫
や
、
少
な
い
水
で
洗
う
工
夫
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
す
。

❸
水
が
な
い
生
活
で
、
他
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
困
る
の
か
、
ま
た
普
段
か
ら
準
備
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

❹
新
聞
紙
以
外
で
も
食
器
づ
く
り
に
役
に
立
ち
そ
う
な
も
の
を
考
え
さ
せ
ま
す
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

☞

実
技

屋
内

20
分

！学
習
の
目
標

20
小
学
校
高
学
年
、

中
学
生
以
上

自
分
で
紙
を
折
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
！

で
き
あ
が
っ
た
「
お
か
ず
ボ
ッ
ク
ス
」

う
ま
く
で
き
た
か
な
？

実
際
に
お
味
噌
汁
を
よ
そ
っ
て
み
る

技
を
伝
え
る サ
バ
イ
バ
ル
紙
食
器
づ
く
り

44

➡
資
料
44
-1
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紙食器の作り方

★おかずボックスの作り方★

★こんな折り方もあります★

❶新聞紙をまず正方形にする。

1 新聞紙をまず正方形にする。

2 1で作った正方形を使って、紙食器を折る。

タテ・ヨコに半分に
折って、戻す。

新聞紙を正方形に折る。 折った三角形を開く。 三角形の折り目のはしに合わせ
て、新聞を四角形に折る。

折って戻して
折り目をつける。

点線で前に折る。

広げて、折り目に
そって折りたたむ。

ふちとふちを合わせ、
折り筋をつける。

カドと印を合わせる
ようにする。

カドとカドを合わせる
ように折る。

ビニール袋をかぶせれば、
お味噌汁やスープも飲めます。

折って戻して
折り目をつける。

開く。 点線で前に折る。

❷ ❸ ❹ ❺ ❻

❼

❶

❺

❽

❷

❻

❾

❸

❼

10

❹

できあがり

できあがり

できあがり
❶ ❷ ❸

うしろに折る。

［配付用］
資料 44-1

NPO法人プラス・アーツ提供
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1  8 25  323-1  

2  9 15  5-9-1  

3  9 23  Chuto 4-16-29  

4  10 15  7-4  

5  10 28  4-18  

6  10 29  7  

7  11 1  7-3-1  

8  11 2  1-1-1  

9  11 4  70   

10  11 11  2034  

11  11 12  3-5-1  

12  11 16  165  

13  11 19  4-1-1  

14  12 3  3063-1

15  12 16  2-1-2  

16  1 13  212-5  

17  1 18  2-52  

18  2 2  4-17-8  

19  2 4  2-33  

20  2 8  ( 2142-1) 

21  2 10  692-2  

22  2 26  941

 


